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浮世絵に描かれた美人は、当時の理想
像であり、菱川師宣の下膨れ美人や

鈴木春信の中性的美人など、美人画のスタ
イルは時代の好みとともに次々と変わって
いきました。師宣、宮川長春、勝川春章、
春信、鳥居清長、喜多川歌麿、葛飾北斎、
渓斎英泉、明治の月岡芳年など、各時代を
代表する絵師の作品によって、美人画の流
れをご覧ください。

大正時代、『子供之友』『赤い鳥』『コ
ドモノクニ』など、芸術性の高

い物語、詩、絵を収録する児童雑誌
が相次いで刊行されました。絵を担
当した竹久夢二や岡本帰一、村山知
義ら新進気鋭の画家たちは、おしゃ
れな洋服を着て最新の玩具で遊ぶこ
どもの暮らしや、こどもの空想をか
きたてる詩や物語の情景を、斬新な
作風で描き出しました。本展では雑
誌の原画をとおして、モダンで愛ら
しい作品世界をお楽しみください。

※他にも沢山の講座をご用意してありますのでお気軽にお問い合わせください。

関連企画
▶講演会　10 月 17 日［土］
13:20 ～ 14:50　＊聴講無料／要予約

「浮世絵と同時代の支援者たち」
内藤正人氏（慶應義塾大学教授）
図書館 3 階プレゼンテーションホールにて
▶ギャラリートーク（展示解説）
10 月 3 日［土］、10 日［土］　13:30 ～

関連企画
▶講演会　11 月 28 日［土］　13:20 ～ 14:50　＊聴講無料
／要予約「〈こども絵〉の時代−竹久夢二を中心に」
谷口朋子氏（町田市民文学館ことばらんど学芸員）
図書館 3 階プレゼンテーションホールにて
▶鑑賞＋創作ワークショップ「物語であそぼ！」
11月21［土］　13:20～14:50  ＊参加無料（要入館料）／要予約

H27年度 城西国際大学
後期　コミュニティカレッジ

城西国際大学　生涯教育センター
〒283-8555　千葉県東金市求名1番地
☎0475-55-7685　FAX0475-53-2244

（※電話受付10：00〜17：00日曜・祭日除く）

展覧会のお知らせ

学校法人城西大学創立50周年記念

水田コレクション　浮世絵美人競
く ら べ

学校法人城西大学創立50周年記念

こどもたちのモダンライフ
1920-30年代児童雑誌の原画展

城西国際大学 水田美術館  〒283-8555  千葉県東金市求名1番地  ☎0475-53-2562  http://jiu.ac.jp/museum/

趣味・教養・美術講座
講　座　名 講　師 定員 曜日 日　程 受講料

押し花講座 ふしぎな花クラブ　インストラクタ－
森川　友子 先生 20名 木 10/8 ～　　全６回

隔週日開講
1回 1,000円
(別途材料費)

身近な生活と法律 東京外国語大学非常勤講師　
山本　英嗣 先生 20名 火 10/13、27、11/10、24、

12/8　全5回 1回 1,000円

世界遺産の不思議と魅力 世界遺産アカデミー認定講師　
片岡　英夫 先生 20名 月 10/5、19、11/16、12/7、

H28. 1/25、2/29　全6回 1回　1,000円

ペン画 たまあーと創作工房　主宰
こまちだ　たまお 先生 15名 月 11/9　1回

10：00 ～12：00
3,000円

（モチーフ代含む）

水彩色鉛筆画 たまあーと創作工房　主宰
こまちだ　たまお 先生 15名 火 11/17　1回

10：00 ～12：00
3,000円

（モチーフ代含む）

鉛筆デッサン たまあーと創作工房　主宰
こまちだ　たまお 先生 15名 月 12/14　1回

10：00 ～12：00
3,000円

（モチーフ代含む）

▶10月1日［木］～17日［土］
　＋大学祭11月1日［日］～3日［火］ ▶11月10日［火］～12月5日［土］　

www.jiu.ac.jp
城西国際大学から読者の方へ
耳より情報をお届けします

問い合わせ

勝川春章《美人愛猫愛犬図》
部分、絹本着色、1789～92年頃

清水良雄《なはとび》、『赤い
鳥』1932 年 6 月号、水彩・紙、
ちひろ美術館蔵

開館時間：10:00 ～16:00 ／休館日：日曜・月曜日（ただし11月1、2日は開館）／入館料：一般300円、高校生以下無料
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『ときめき』はここに置いてあります（順不同）

市内
市役所
図書館
各市立公民館
東金文化会館
東金アリーナ
トレーニングセンター
みのりの郷 東金
東金青年の家
金融機関・JA各支所
郵便局
JR東金駅
千葉県農業大学校
東金高校
東金商業高校
千葉学芸高校
おかしのたいよう
ママカフェ
ブーランジェール
リトルチャイナ豊
古志川
東京庵
ルバーブ
八鶴亭
セーブオン北幸谷店
㈲みや川
松半
カスミ東金押堀店

浅井病院
日吉台クリニック
岸本医院
原医院
西田医院
田波整形外科医院
岩佐産婦人科
山本整骨院
山田歯科
大木歯科
木村歯科
東城歯科医院
村井歯科
レイクサイド歯科
東千葉CC
新千葉CC
エストーレホテル
城西国際大学
ショップカリヨン
地域生活センターゆりの木
パラメディカル
街波通信社
東金印刷
玉子屋
角栄ホームズ
東金青果市場

GS小野ゼネラル
シャトレーゼ
デニーズ
夢庵
ガスト
ココス
ジョナサン
住センター 21（家徳）
桜田工務店
パティオ（にしきの園）
しいの木
ポラーノ広場
千葉県木材市場協同組合
サンピア
太平堂
小川屋味噌店（バイパス）
鍋店酒店
西川園
湖月堂
カルチャープラザ涼風
U-BOX
ときがね幼稚園
福屋書店
川嶋商店
東千葉メディカルセンター
中央クリニック
東葉クリニック

市外
成東観光案内所
さんむ医療センター
丸正木材工業
▼九十九里町
中央公民館
寿和楽工房
つくも学遊館
サンライズ九十九里
望月定子美術館
▼大網白里市
アートギャラリー古屋敷
中部コミュニティセンター

▼山武市
FPプロジェクトチーム
さんぶの森図書館＆文化ホール
ファミリーロッジ旅籠屋九十九里店
松尾IT保健福祉センター（図書館）
寒菊銘醸
オライはすぬま
守屋酒造
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東文化会館のぎくプラザ
JR成東駅

中央公民館
菊屋本店
JR大網駅
季美の森GC
アートエディター
セレモニーホール大網
まちづくりサポートセンター
▼八街市
中央公民館
▼芝山町
芝山古墳・はにわ博物館
航空科学博物館
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内容が変更になる場合があります
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表紙

「田間神社の神幸祭」
　神輿の棟札に享保17年（1732)8月
の記載がある。この神輿と共に神社も
新しく造られ、その祝賀の祭典が旧八
月十五日（現在10月中旬の土・日）に行
われたことから例祭日となったという。
隔年となったのは当時の領主板倉候が
配慮したと云われる。

2城西国際大学ニュースレター
4東金文化会館イベント情報
6山武市文化会館イベント情報
8イベント＆タウン情報

インフォメーション

11 散歩道「戦後 70 年」

15 とうがね歴史ばな史

16 リーフノベル「親の注文」高安義郎

17 ポエムの窓「蕎麦の花」高安ミツ子

18 子どもの本箱 第 52 回 佐藤真理

好評連載

19 学びの扉  第 1 回 東小学校

新連載

20 サークル情報 スポーツ編

23 気になる街角

24 読者プレゼント

お楽しみページ

※�記載もれがありましたらご連絡ください。
連絡先 TEL 0475-50-1187  FAX 0475-50-1294

秋の観察会　成東・東金食虫植物群落　☎0475-82-4871　成東・東金食虫植物群落を守る会　http://plants.sammu.info/
食虫植物をはじめとする様々な貴重な植物が生息する。ボランティアガイドの人たちが解説してくれる。
10月25日（日）午前10時～　管理棟前（受付午前９時30分から）参加費無料　小雨決行3

syogai
線



「リトル・マーメイド」より
『Part of Your World』、
「アナと雪の女王」より『と
びらを開けて 』、他にも
有名ミュージカルのナン
バーから子どもも楽しめる

「おかあさんといっしょ」の歌まで、
盛りだくさんのステージをお届けします！
ドリンク＆スイーツコーナー(有料）ございます。

お問い合わせは ☎0475-55-6211
 http://www.tobunspo.or.jp

東金文化会館
イベント情報

①�QRコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、右のQRコードを読取ってください。
②�メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください
③�メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。

※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）
※�携帯電話メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

～東金文化会館チケット発売情報などをいち早くお届けします。～
携帯メルマガ配信中！

メルマガ会員特典ありメル
マガ

下記アドレスに空メール〔題名（件名）、
本文を何も入力しない〕を送って下さい。
merumaga-toganebunka@mhai.Jp

共催事業 タンゴ・ロマンス
南米のパリ、ブエノスアイレスより来日！

情熱のリズムと哀愁の調べ、エレガントな
ダンスシーン。
アルゼンチンタンゴの醍醐味を余すところ
なく満喫させてくれる感動のステージ！

ダンサー・構成・演出　サンドラ＆ガブリエル
ダンサー　カミラ＆エセキエル
演奏　ラミロ・ボエロ楽団

【予定曲目】　ラ・クンパルシータ、リベルタンゴ、
バンドネオンの嘆き、エル・チョクロ　他

12
4
（金）

共催事業 東金文化会館四季 彩
いろどり

 コンサート
2015 AUTUMN CONCERT

10
9
（金）

19:00開演
ホール特設ステージ
全席自由　1,500円
チケットプレイガイド　Ａ
好評発売中

第6回 東金市小・中学校音楽発表会
～ひびけ!! きらめけ!! 
　東金っ子ハーモニー～

主催：東金市教育委員会
　　 東金市小中学校校長会
　　（公財）東金文化・スポーツ振興財団
主管：東金市音楽研究部

東金市内の小・中学校全13校が集
い、合唱、金管合奏、吹奏楽、ア
ンサンブルなど様々な編成で演奏
します。各校の代表生徒による力
強い演奏をお楽しみください。

11
5
（木）

12:15開演
大ホール

18:30開演　小ホール
全席指定　4,000円
チケットプレイガイド　A ～I
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
好評発売中

第50回　山武郡市吹奏楽祭

【ゲスト】
指揮　西山徹夫／佐藤正人
演奏　第50回山武郡市吹奏楽祭記念合同バンド

第50回を迎える「山武郡市吹奏楽祭」。毎年、山武郡市内の中学校から
一般まで、幅広い年齢の団体が出演します。
半世紀受け継がれてきた、地元の吹奏楽の祭典に、ぜひご来場ください！

11
8
（日）

9:30開演
大ホール

入場無料

○渡邊寛中
KANNA WATANABE

○井上万葉
KAZUHA INOUE

○劇団サンブステップス Members

Special Guest

第31回　つくも合唱祭

爽やかな秋空のもと開催される「つくも合唱祭」。
31回目を迎え、今年は新たな参加団体も加わります。楽しく和やかな
雰囲気があふれる合唱祭、幾とおりものハーモニーが響き渡ります。
会場のみなさんと歌うコーナーもありますので、ご一緒に楽しんでみて
はいかがでしょうか。

10
18
（日）

昨年の公演より

12:30開演
大ホール
入場無料

入場無料

共催事業 第10回
明治大学マンドリン倶楽部
東金チャリティーコンサート  特別ゲスト：デューク・エイセス

毎年、大勢の方が楽しみにされている、明治大学マンドリン倶楽部のコ
ンサート。創部93年の伝統を受け継ぐ学生たちが奏でる、切ないマンド
リンの音色、美しいアンサンブルは、何度聴いても清々しく新鮮な感動を
与えてくれます。第10回東金公演では、ゲストに日本を代表する男性コー
ラスグループ、デューク・エイセスをお招きしてお届けします。

10
24
（土）

17:00開演　大ホール
全席自由
一般 2,000円
小～高校生以下 1,000円
チケットプレイガイド
A ～J
未就学のお子様のご入場は
ご遠慮願います。
好評発売中

大網白里市産業文化祭　☎0475-70-0345　大網白里市産業振興課　http://www.city.oamishirasato.lg.jp/
産業の部は、大網白里市運動広場で実施。10月17日（土）午前9時30分～午後3時　※天候不順時は日程変更有り。詳細は同市ホームページに掲載。

文化の部は、10月31日（土）・11月1日（日）　詳細は同市生涯学習課　☎70-0380 44



出演：柳家花どん　改め　
柳家吉緑、神田あおい、
桂右女助、マグナム小林、
古今亭今いち

東金市出身、花どん改め吉緑再登場。上総が生んだ天才彫師 波の伊八が
講談で蘇る！
終演後には出演者とのお茶会もあります。ぜひ、ご一緒に！

東金文化会館四季 彩 コンサート〜冬〜
TO-BUNスタイル
クリスマス Day ＆ Night

コーラスをたっぷり楽しむクリスマスDay

ちょっとおしゃれな、大人のクリスマスNight

昼・夜公演ともに、ドリンク＆スイーツコーナー(有料）ございます。

NHK全国学校音楽コンクール、全日本合唱コンクール常連校、千葉
県立幕張総合高等学校合唱団と、TO－BUNクリスマス合唱団及び
ジュニア合唱団、千葉県立東金高等学校声楽部のコンサート。
クリスマスに聴きたい名曲の数々をお届けします。

【出演】　県立幕張総合高等学校合唱団
TO-BUNクリスマス合唱団及びジュニア合唱団
千葉県立東金高等学校声楽部　他

【出演】　原順子 ＆ Kano Ohsuke

「サーカス」の元メンバー原順子、叶央介によるクリスマスステージ。

12
23
（水・祝）

14:00開演　大ホール
全席自由　500円
チケットプレイガイド
A ～I
好評発売中

19:00開演
ホール特設ステージ
全席自由　2,000円
※180席限定
チケットプレイガイド
A ～I
未就学のお子様のご入場は
ご遠慮願います。
好評発売中

東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください　
※ プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

Ａ 東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
Ｂ サンピア総合案内所 ☎ 0475-54-3511
Ｃ 多田屋サンピア店 1F ☎ 0475-52-6661
Ｄ 福屋書店 ☎ 0475-54-1730
Ｅ 成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222

Ｆ さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700
Ｇ 大網白里アミリィ 1F 吉井クリーニング ☎ 0475-73-2111
Ｈ 晶光堂茂原アスモ店 ☎ 0475-23-8585
Ｉ 丸越楽器サビア横芝店 ☎ 0479-82-6326
Ｊ 街波通信社 http://www.machi-nami.com/ticket-1

宝くじ文化公演
ニューイヤークラシックスペシャル 華麗なるウィンナーワルツの祭典

～新年にシュトラウスの名曲にのせて
　“宮廷祝賀舞踏会”をお届けします。～

指揮：アンドレイ・アニハーノフ
管弦楽：東京オーケストラMIRAI
バレエ：アントン・ブローム
　　　 アナスタシア・ロマチェンコワ
※�なお、出演者・演目が変更になる場合が

ございます。ご了承ください。

【予定プログラム】
ヨハン・シュトラウスⅡ　行進曲「乾杯」	 芸術家カドリーユ	 雷鳴と稲妻
ウィーンの森の物語	 チク・タク・ポルカ	 喜歌劇「こうもり」序曲	 トリッチ・トラッチ・ポルカ
シャンペン・ポルカ	 アンネン・ポルカ	 クラップフェンの森で	 常動曲　　観光列車
ワルツ「春の声」（with Ballet）　シンデレラ（with Ballet） 　　
ヨーゼフ・シュトラウス　ポルカ「おしゃべりなかわいい日」

14:00開演　大ホール
全席指定　2,000円
※宝くじの助成による特別料金です。
チケットプレイガイド　A ～J
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
好評発売中

プレゼント

共催事業 10th　Anniversary
かのんぷ♪すまいるコンサート
♫ハートメイドで作っていこうよ♫

【出演】　ピアノ・ボーカル 中村里衣
クラシックギター・ウクレレ　中村大介

九十九里在住の夫婦アコースティックデュオ「かのんぷ♪」が贈る、家族や
大切な人と聴きたいハートフルサウンド♪
今年で10回目となる東金文化会館でのコンサートには、たくさんのミュー
ジシャンが集まります。

12
6
（日）

17:30開演　小ホール
全席指定　前売2,000円／当日2,500円
チケットプレイガイド
A ～I
0歳児から入場可。お席が必要な方は上
記料金がかかります。
好評発売中

落語＆よもやま噺の会
12
26
（土）

14:00開演　特設昼席（寄席小屋再現）
木戸銭　1,500円
チケットプレイガイド
Aのみ
10月18日（日）前売開始
※席数に限りがありますので、お早めに
　お求めください。

第三弾

Day
昼

Night
夜

12016年

6
（水）

プレゼント 2

プレゼント 1

平成27年度山武市産業まつり　0475-80-1211　山武市農林水産課　http://www.city.sammu.lg.jp/
山武市内の農産物や商工業製品の即売を行います。また各種団体による無料配布を行います。
11月23日（月・祝）　午前9時30分～午後2時　松尾交流センター洗心館駐車場（旧松尾町役場庁舎跡地）55



お問い合わせは　成東文化会館 ☎0475-82-5222
 さんぶの森文化ホール ☎0475-80-9700

山武市文化会館
イベント情報

ただいま、山武市文化会館ではメール会員を募集しています。文化会館のチケット情報
や、催物案内。ホットな話題をお届けします。
年会費・登録料無料（通信料はお客様負担となります。）名前、住所、メール配信希望を
明記のうえ、メールにてお申し込みください。
メールアドレス　n-bunka@city.sammu.lg.jp

～山武市文化会館チケット発売情報などをいち早くお届けします。～
メール会員募集中！

サロンコンサートvol.163
～フルート・ヴァイオリン・ピアノで楽しむ～
オータム・コンサート

体験型音楽祭
「山のおんぶ」

第53回
山武市菊花展

第12回のぎく名画座
「市民ケーン」

第17回
アンサンブルジョイントコンサート

サロンコンサートvol.164
川上さとみ JAZZ LIVE

地元を中心に活躍する、ゆりあ・友美・春乃によるピアノ三重奏グループ。
ポップスからクラシックまで様々なジャンルの音楽をクラシカルアレンジ
でお届けします。

本物だけが放つ輝き。極上のジャズ。エレガントかつ熱情に溢れる川上さ
とみのピアノだけが持つ世界。
巨匠ハンク・ジョーンズが絶賛したピアニスト。その実力・作曲能力・音色の
美しさは世界水準でもトップクラスに伍していると高評価を与えられてい
る。2011年 12月、5作目のアルバム「川上さとみ/オーキッド」を発表。

展示数は大輪菊で大鉢の3本仕立て、丈を低く仕立てた3本のだるま・1
本の福助、木付仕立て、懸崖など多数予定。
　◦毎日先着100名様に菊の苗プレゼント
　◦小鉢即売コーナー・菊作り相談コーナー開設

さんぶに“火”をつけろ！　
前夜祭「山のおんぶ式ムシオクリ」開催予定。手作りギフトや雑貨、フードな
どのマーケットと地元からのプロのステージ、様々なワークショップをご用
意して皆様の参加をお待ちしております。

「バラのつぼみ・・・・・・」謎の言葉
を残して偉大なるケーンの波乱の
生涯は終わった。
1941年　アメリカ映画　119分
第14回アカデミー賞脚本賞受賞

共催：山武市立図書館
企画：シネフィルのぎく
次回上映会2016年1月9日（土）

今年も公募で集まった、地域の皆さんによるコンサートを開催します。
学生から大人、クラシック・ポピュラー・邦楽と年齢・ジャンルを超えた
他に類をみないアンサンブルの祭典を開催します。
※�出演（有料）を希望される方は、成東文化会館までお問い合わせくだ 

さい。
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16

20
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7

（金）

（金）

（土）（火・祝） （日）（日）

（土）

（土）

昨年の公演より

18：30開場　19：00開演
成東文化会館　エントランスホール　全席自由　1,000円

18：30開場
19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
10月16日発売予定

9：00 ～16：00
成東文化会館
のぎくプラザ前広場

24日　前夜祭
14：00 ～18：00
25日　本祭
11：00 ～19：30
さんぶの森公園

（雨天:さんぶの森文化
ホールほか）

18：00上映開始
成東文化会館2階視聴覚室

14:00開演
成東文化会館
のぎくプラザ　ホール

プレゼント 3

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

横芝光町文化祭　横芝光町社会文化課　0479-84-1358　http://www.town.yokoshibahikari.chiba.jp/
こどもから、お年寄りまで大勢の力作が展示されるほか、茶席・俳句・短歌・将棋会など芸術の秋にふれられる。

11月7日（土）・8日（日）　町民会館及び町体育館 6



入場無料

プレゼント 6 プレゼント 5

サロンコンサートvol.165
ハッチポッチクインテット
クリスマスコンサート

サロンコンサートvol.166
栗林すみれ TRIO JAZZ LIVE

第13回
みんなのコンサート

音響ワークショップ（初級編）
参加者募集中

ウィーン＝ベルリン
ブラス・クインテット

アマチュアバンドコンサート
In さんぶの森

桐朋学園大学音楽課縁の5人（藤本亮平・原順子・野口彩乃・山本詩乃・ 
野川菜つみ）によるマリンバとパーカッションのクリスマスコンサート。

成東文化会館で開催される山武市芸術文化祭芸能発表会（成東地区）の、
前日機材セッテイングから当日の音響機器操作までを体験していただき
ます。イベントの運営に興味のある方、舞台業務未経験の方など気軽に
ご参加ください。

完成されたブルース・フィーリン
グと未知への実験センスを持ち合
わせたピアニスト・栗林すみれが
2014年デビュー！ 先人への敬意
と自身の幅広い音楽性の融合から
紡ぎだされるオリジナル曲とイン
プロヴィゼーションは、新しい
ジャズの世界を切り開きながらも
心地よく、多くの聴衆の心を掴む。

日頃練習しているが発表の場がない。一度ステージで演奏してみたい。
そんな皆さんの晴れ舞台です。
※�出演（有料）を希望される方は、成東文化会館までお気軽にお問い合わ

せください。

ウィーン＆ベルリン・フィル…世界最高のオーケストラのトップ奏者に
よる夢の競演‼ベルリン・フィル、ウィーン・フィルの主力メンバーが贈
る最高峰の響き。ベルリン･フィルの花形トランペッター２名と低音の
要、テューバ奏者に加え、ウィーン・フィル伝統の響きを支える名手２
名が、オーケストラの垣根を越えて集結。金管楽器を越えた極上のアン
サンブルに聴衆は驚嘆し、酔いしれる‼

アマチュアバンドがさんぶの森文化ホールに集結！熱いライブをくりひろ
げます。
豪華景品をかけて、会場全員によるジャンケン大会を実施します。
※�出演（有料）を希望される方は、(有）ウェーブワン（☎0475-55-0289）

までお問合せください。
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1

2016年

2016年11

12

11
18

15

161 〜3

19

23
（金）

（金）

（土）（日） （火・祝）

（土）

（月・祝）

18：30開場
19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
11月20日発売予定

11月1日（日）　
13：00〜17：00
11月3日（祝）
9：00〜17：00
成東文化会館
のぎくプラザホール
定員に達次第締め切り

18：30開場
19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
12月18日発売予定

14時開演（予定）
成東文化会館　のぎくプラザホール

18：00開場
18：30開演
成東文化会館
のぎくプラザホール
全席指定
一般3,000円
高校生以下1,500円
親子ひざうえ2,000円
好評発売中

12:00開演予定
さんぶの森文化ホール

山武市文化会館プレイガイド一覧［山武市文化会館 http://www.city.sammu.lg.jp/site/sammushibunkakaikan/］

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222
東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
読売新聞 YC 成東 ☎ 0475-82-0606
丸越楽器サビア店 ☎ 0479-82-6326
誠文堂書店 ☎ 043-444-0243
街波通信社

さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700
道の駅「オライはすぬま」 ☎ 0475-80-5020
ルバーブ ☎ 0475-53-2323
ウエーブワン ☎ 0475-55-0289
大網白里アミリィショッピングセンター 1 階クリーニング店よしい ☎ 0475-73-2178

（http://www.machi-nami.com/ticket-1/）

入場無料

プレゼント 4

プレゼント

参加費無料

●●年の公演より

第10回 横芝光町産業まつり（横芝光まるごとフェア2015）　0479-84-1215　横芝光町産業振興課
農畜産物即売会や商工会青空市、各種体験コーナーなど盛りだくさんのイベント有！さわやかな秋の一日をお楽しみください。
11月15日（日）　午前9時～午後2時　町役場駐車場及び町民会館、町体育館7



 

 

 

九十九里町産業まつり　☎0475-70-3171　九十九里町産業振興課　http://www.town.kujukuri.chiba.jp/
おもちの無料配布、地元特産品の即売会など九十九里の味覚をお楽しみ下さい。

11月3日（火・祝）午前9時～午後2時（予定）　町役場駐車場

イベント＆タウン情報

東金こども科学館　親子で遊べる科学教室

田間神社　神幸祭
問合せ先▶田間神社　☎0475-55-0951

問合せ先▶東金こども科学館　☎0475-55-6211（東金市八坂台1丁目2107-3）
FAX0475-55-6216　http://www.tsc.tobunspo.or.jp/

お陰さまで10月～平成28年2月に開催予定の教室は全て満席となりました。キャンセル待ちがある場合がありますのでお問合せください。

日　　時▶10月10日（土）、11日（日）

　神幸祭は、日吉神社の祭礼との関係もあって隔年で行われており、
今年は祭礼が斎行される年となります。
　祭は宮ノ下の山車を先頭に10町内の神輿・山車により田間地区
内及び新宿区内を巡幸し、11日の午後9時に田間神社前において一
番の盛り上がりをみせます。
　神輿を担ぐのは禰宜（ねぎ）といい、江戸にて購入された神輿を担
いで運んだ氏子の子孫であり、伝統では世襲されていることが特徴
となっています。

　文化・芸術の秋です。今年も文化展・文化芸能大会を東金文化会
館で開催します。力作ぞろいの展示や、舞台での日ごろの練習の成
果をご覧ください。皆様のご来場をお待ちしています。

文　化　展
日　　時▶10月31日（土）～11月4日（水）
　　　　　※11月2日（月）はお休みです。
　　　　　10:00 ～16:30（最終日は15:00まで）
場　　所▶東金文化会館　小ホール・展示室他　※入場無料
　　　　　　　　　　　　　　文化芸能大会　
日　　時▶11月3日（火・祝）　
　　　　　9:30 ～17:00頃
場　　所▶東金文化会館　大ホール　※入場無料　
　　　　　※フラダンス・舞踊・ダンス・演奏・他

Event & Town Information

平成27年度　東金市文化展＆文化芸能大会　
問合せ先▶東金市生涯学習課　☎0475-50-1187

市役所正面玄関 ⇔ 東金文化会館
9:00 ─
9:30 ─

10:30 11:00
11:30 12:00
14:00 14:30

─ 15:00
─ 16:30

11月3日（火・祝）のみ

※�状況により時間調整をする
ことがあります。

無料シャトルバス時刻表

8



イベント＆タウン情報

ふるさとの未来を担うみなさんの前途を祝して、市では祝賀式典を行い
ます。
日　時▶平成28年1月10日（日）　
　　　　受付…10:00 ～10:50
　　　　式典・記念事業…11:00 ～12:00
場　所▶東金文化会館
対象者▶�平成7年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた方。東金市

に住民登録（平成27年11月1日時点）のある方には、11月中旬
に案内状を送付します。

そのほか参加を希望する新成人の方も自由に入場できます。またご家族
の方も式典・記念事業をご覧いただけます。直接会場へお越しください。

講座『親と子どもの楽しい会話』
日　　時▶12月9日（水）・16日（水）の2日間　9:15 ～12:15
場　　所▶市役所5階会議室
講　　師▶齋藤　ひとみ（親業訓練インストラクター）
募集定員▶25名（申込み多数の場合は抽選）
費　　用▶無料
締 切 り▶11月25日（水）
託 児 所▶託児所を設けます。申し込みの際に受付いたします。
内　　容▶�子どもの気持ちを上手に引き出す方法や親の愛情を上手に伝

える方法などを体験的に学びます。
申し込み▶�上記生涯学習課まで。（記入事項=『楽しい講座申込』　氏名、

住所、電話番号、託児の有無）

城西国際大学パソコン講座（Cコース）受講生募集
日　　時▶11月10日（火）～13日（金）の4日間　18:20 ～20:20
場　　所▶城西国際大学B棟206教室
対　　象▶東金市在住・在勤（高校生以上）の方で、4日間参加できる方
費　　用▶無料
締 切 り▶10月26日（月）
内　　容▶パソコンの操作の応用として、年賀状の作成を行います。
申し込み▶�往復はがきで、①住所②氏名③年齢④電話番号をご記入のう

え、上記生涯学習課まで。

平成28年　東金市成人式生涯学習課講座のご案内
問合せ先▶生涯学習課　☎0475-50-1187　FAX0475-50-1294

メール▶syogai@city.togane.lg.jp
問合せ先▶生涯学習課　☎0475-50-1187　FAX0475-50-1294

メール▶syogai@city.togane.lg.jp

Event & Town Information

問合せ先▶東金図書館　☎0475-50-1190
メール▶tosyokan@city.togane.lg.jp

東金市図書館イベント

図書館教養講座
図書館では、鳥獣戯画に関する教養講座を開催します。この機会に、鳥
獣戯画の魅力について学んでみてはいかがですか？
日　　時▶11月14日（土）　13:30 ～15:00
場　　所▶東金図書館2階会議室
費　　用▶入場無料
演　　題▶『国宝・鳥獣戯画の魅力』
講　　師▶土屋　貴裕　氏（東京国立博物館主任研究員）
定　　員▶50名（先着順）
申込方法▶来館又は電話・Eメールで事前に申し込み
　　　　　※�メールの場合はタイトルに「講座申込み」とし、氏名、連絡

先を記入してください。
申込み▶上記東金図書館まで。

冬のおたのしみ会を開催いたします
日　時▶12月12日（土）　14:00〜
場　所▶図書館2階会議室
対　象▶4才〜小学生
内　容▶�人形劇の上演他（内容未定）
対　象▶小学生位まで
申込み▶不要です、
　　　　直接会場へおこしください。

問合せ先▶東金市役所生涯学習課　☎0475-50-1205
メール▶syogai@city.togane.lg.jp

山武地区青少年相談員連絡協議会
第50回青少年のつどい山武地区大会（ウォークラリー大会）

日　　時▶11月15日（日）
　　　　　受　　付　8:30 ～9:00
　　　　　開 会 式　9:15 ～
　　　　　競技開始　9:45（終了予定時刻　15:00）
場　　所▶芝山文化センター　住所：山武郡芝山町小池973
参 加 者▶①小学生の部（小学4 ～6年生）
　　　　　②ファミリーの部（子ども及び保護者または引率者）
　　　　　③中高生の部（中学生・高校生）
　　　　　※各クラスとも1パーティー（チーム）3 ～4人。
　　　　　　小学1 ～3年生のみの参加はできません。
参加費用▶無料
持 ち 物▶弁当、飲み物
締　　切▶10月9日（金）
申込方法▶�参加クラス、参加者全員の氏名（フリガナ）、性別、年齢、住所、

学校名・学年または職業、電話番号について明記し、Eメール・
電話・ファックス等でお申し込みください。

昨年度の様子（冬のおたのしみ会）

湖畔の観月会（十三夜会）　☎0475-50-1142　（東金市産業振興課内）東金市観光協会
http://www.toganekanko.jp/
10月25日（日）に八鶴亭で行われます。内容は抱朴（ほうぼく）会によるお茶会やコンサートなど。詳細は上記へお問い合わせください。　9



イベント＆タウン情報

東金アリーナ開館15周年記念事業 第62回 東金市民体育祭
申し込み・問合せ先▶東金アリーナ☎0475-50-1715

ホームページ▶http://www.togane-bunspo.or.jp/arena
　Eメール▶arena@togane-bunspo.or.jp

申し込み・問合せ先▶東金市教育委員会 生涯学習課 スポーツ振興係
☎ 0475-50-1189

日　　時▶�11月7日(土)、8日(日)　9:00 ～15:00
内　　容▶【イベントの部】芋掘り体験、ミニ動物園、スタンプラリー   
　　　　　○×クイズ、チーバくん来校
　　　　　【展示・発表の部】専攻教室及び卒業研究に関する展示
　　　　　【販売の部】農畜産物の販売
　　　　　【模擬店の部】専攻教室や部活動による出店
会　　場▶千葉県立農業大学校(〒283-0001　東金市家之子1059)
　今年で36回を迎える「社稷祭」ですが、今回はたくさんのイベントを
用意しています。スタンプラリーは抽選で豪華景品をプレゼント!
　その他、恒例の無料芋掘り体験、ミニ動物園、○×クイズ等お子様も
大人も楽しめる多彩な催しを予定しています。
　もちろん、農畜産物の販売も行います。生徒が丹精込めて作った新鮮
な野菜、果物、花、鶏卵、加工品等をお買い上げください。農業大学校
生一同ご来場を心よりお持ちしています。

(農業大学校社稷祭実行委員会)

元サッカー日本代表監督の岡田武史氏をお招きして講演会を開催します。

演題「サッカーで地方創生」
日　時▶平成27年11月14日（土） 
開場・受付▶12:00
開　演▶13:00　
場　所▶東金文化会館「小ホール」
　　　　東金市八坂台1丁目2107番地3
定　員▶340名（定員になり次第締め切り）
費　用▶無料
申　込▶東金市内在住・在勤在学　10月2日（金）10：00
　　　　東金市外　　　　　　　　10月9日（金）10：00　
　　　　電話、もしくは東金アリーナ窓口での申込

日　時▶平成27年10月11日（日）　※雨天の場合12日（月・祝）
　　　　開会式8:30　閉会式15:00（予定）
場　所▶東金アリーナ陸上競技場
　　　　東金市堀上1361-1
　第62回を数える東金市民体育祭
が東金アリーナ陸上競技場を会場
に開催されます。市内8地区に分か
れての対抗種目に加えて、どなたで
も自由に参加できるオープン種目
や豪華（？）賞品の当たる「ラッキー
ナンバー抽選会」、「宝探しレース」、「ウルトラクイズ」など、楽しい催し
物をたくさん用意しております。また、東金市のマスコットキャラクター

「とっちー」も会場でお待ちしています。是非とも、ご家族やお友達をお
誘い合わせのうえ、ご参加してみませんか。

日　　時▶�11月22日（日）　9:00 ～14:00
会　　場▶東金市役所駐車場
　地元の生産者と消費者がふれあう農商工業の祭典「東金市産業祭」地元
の皆さんが丹精込めて育てた農産物の直売や、商工業製品の即売会も行
われます。
　また、お餅やポン菓子の無料配布のほか、EGフープバトル世界選手
権大会などの催し物を予定しております。是非お越しください。

※�内容は事情により変更する場合がございますので詳細は11月1日号広
報とうがねをご覧ください。また、当日は市役所裏駐車場付近等は駐
車禁止になりますので、ご注意ください

※お買物の際は、マイバッグ持参にご協力
　ください

交通アクセス
●�JR東金駅下車、「東金駅入口」

バス停からちばフラワーバス
「成東駅」行きに乗り「家の子」
で下車、徒歩約10分 

●�JR成東駅下車、ちばフラワー
バス「千葉駅」行きに乗り「家
の子」で下車、徒歩約10分

●JR求名駅下車、徒歩約30分

千葉県立農業大学校学園祭 第36回 社
し ゃ

稷
しょく

祭
さ い

問合せ先▶農業大学校　☎0475-52-5121
ホームページ▶http://www.pref.chiba.lg.jp/noudai/

第25回 東金市産業祭
問合せ先▶東金市産業祭実行委員会事務局（東金市産業振興課）

☎0475-50-1138

Event & Town Information

○文

○文

○文

○文○文

ちばフラワーバス
「家の子」バス停

東金青年の家

千葉県立農業大学校

城西国際大学

千葉
学芸高

東金商高

バイパス

国道12
6号

「東金駅入口」東金高校

至大網

至成東

至山武

砂
押
県
道

東金駅
求名駅

至千葉

東小学校

おんじゅく伊勢えび祭り　0470-68-2414　（一社）御宿観光協会
http://www.onjuku-kankou.com/event/iseebi.html

10月4日（日）のビックイベント日には、月の砂漠記念館前広場において、伊勢えび直売、伊勢えびつかみ取り、伊勢えびセット販売、青空市など開催。
期間中は、土・日・祝日に直売有！～ 10月31日（土）まで 10



コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
と
東
金

散
歩
道

　
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦

　
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
12
月
8
日
に
太
平
洋

戦
争
が
開
戦
し
た
が
、
英
米
は
そ
の
二
年
後
に
は

も
う
日
本
を
無
条
件
降
伏
さ
せ
る
べ
き
本
土
へ
の

上
陸
作
戦
を
検
討
し
て
い
た
。
米
軍
に
よ
る
本
州

進
攻
計
画
は
、
鹿
島
灘
（
三
個
師
団
）、
九
十
九

里
浜
（
九
個
師
団
）、
相
模
湾
（
十
五
師
団
）
の

三
方
向
に
よ
る
上
陸
作
戦
で
あ
り
、
日
本
の
大
本

営
も
同
様
の
攻
撃
は
予
想
し
て
い
た
。
米
軍
は
攻

撃
開
始
日
（
Ｙ
デ
ィ
）
を
昭
和
21
年
3
月
1
日
に

想
定
し
、
あ
の
有
名
な

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
上
陸
作

戦
の
二
倍
の
規
模
で
あ
る
。
こ
の
計
画
に
は
、
最

初
に
上
陸
す
る
の
は
片
貝
、
こ
の
地
域
の
飛
行
場

を
制
圧
す
る
、
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
歩
兵
五
個

師
団・機
甲
一
個
師
団
が
片
貝
村
（
九
十
九
里
町
）

に
、
歩
兵
二
個
師
団
が
海
上
郡
飯
岡
町
（
旭
市
）

に
そ
れ
ぞ
れ
上
陸
す
る
。
県
下
の
飛
行
場
と
し
て

は
東
金
・
銚
子
・
香
取
・
茂
原
・
太
東
・
八
街
・

千
葉
・
下
志
津
な
ど
が
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
制

圧
す
る
航
空
勢
力
の
重
点
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｙ
デ
ィ
か
ら
一
ヶ
月
後
に
約
66
万
人
、
四
ヶ
月

後
に
１
０
０
万
人
以
上
の
兵
士・要
員
を
投
入
し
、

上
陸
開
始
後
の
爆
弾
投
下
量
は
月
22
万
ト
ン
に
な

る
計
画
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
月
単
位
量
は
米

　
も
し
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）
3
月
過
ぎ
ま
で

戦
争
が
継
続
さ
れ
て
い
た
ら
。
歴
史
に
「
も
し
」

を
付
け
る
と
多
く
の
物
語
が
出
来
る
が
、
こ
れ
ほ

ど
日
本
に
悲
惨
な
命
運
を
予
期
さ
せ
る
歴
史
的
事

変
は
な
か
ろ
う
。
米
軍
は
昭
和
20
年
3
月
29
日
、

沖
縄
決
戦
の
数
日
前
に
日
本
本
土
進
攻
作
戦
と
し

て
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ル
作
戦
を
作
成
。
そ
の
う
ち
、

九
州
南
部
へ
の
進
攻
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
、
本

州
へ
の
上
陸
を
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
と
命
名
し
た
。

　
今
回
は
東
金
に
関
係
す
る
こ
の
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作

戦
に
つ
い
て
、
も
し
実
行
さ
れ
て
い
た
ら
、
と
い

う
前
提
で
述
べ
る
。
な
お
、
こ
れ
も
戦
争
の
悲
劇

を
伝
え
る
一
つ
の
視
点
と
理
解
し
て
い
る
。

戦
後
70
年
　
米
軍
の
千
葉
上
陸
決
戦

米軍の関東上陸計画（コロネット作戦）
上陸開始日（Y ディ）に第１軍歩兵師団２・海兵師団２、Y+ ５日後に各１師団
を投入。（『千葉県の歴史 通史編近現代２』より）

東金拠点陣地と上田中坑道陣地
陣地編成に関する一部の資料を基に当時の隊長等の意見により
作成。（『東金市史 通史篇下七』より）

連
載
　
さ
ん
ぽ
み
ち

　

文
・
青
木
幸
一

栗源のふるさといも祭　☎0478-50-1258　栗源のふるさといも祭運営委員会（香取市経済環境部農政課内）　
http://www.city.katori.lg.jp/03government/section/nousei/news/2012-0913-1138-2.html
日本一の焼いも広場でのベニコマチ無料配布。新鮮野菜即売、フリーマーケットなども開催。11月15日（日）栗源運動広場11



利
根
川
河
口
南
側
に
あ
る
銚
子
ま
で
進
攻
。
こ
の

進
攻
計
画
に
対
し
て
、
日
本
は
か
な
り
正
確
に
想

定
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
兵
員
・
武
器
・

弾
薬
・
食
糧
等
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
不
足
す
る
。

『
も
し
も
も
う
半
年　
戦
争
が
続
い
た
ら
』（
郷
土

研
究
愛
好
会
）
の
中
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
「
米
軍
遂

に
九
十
九
里
浜
に
上
陸
」
と
題
し
、
松
戸
光
夫
が

文
章
を
著
し
て
い
る
。
や
や
長
く
な
る
が
、
こ
の

文
章
の
一
部
を
抜
粋
し
た
い
と
思
う
。

　
　
【
米
軍
遂
に
九
十
九
里
浜
に
上
陸
】

　

�　
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日
、
遂
に
大
い

な
る
秋と

き

は
百
雷
の
如
き
砲
爆
を
先
駆
と
し
て
、

冷
厳
な
る
現
実
と
し
て
現
わ
れ
た
。
―

　

�　
艦
砲
射
撃
が
始
ま
っ
た
。

　

�　
東
金
市
街
地
後
方
の
台
地
付
近
に
は
『
敵
艦

隊
の
撃
ち
出
す
巨
弾
が
盛
ん
に
炸
裂
し
、
男
性

的
に
し
て
壮
快
な
轟
音
と
共
に
岩
石
、
土
砂
を

飛
散
し
、爆
煙
は
高
く
、且
濃
化
す
る
。』
観
測

所
よ
り
望
見
す
れ
ば
、
距
離
一・
二
万
メ
ー
ト

ル
の
沖
合
い
煙
霧
に
薄
れ
つ
つ
、大
型
艦
が
一
、

二
、三
お
よ
そ
目
視
得
る
も
の
十
余
隻
、
射
光

閃
光
、
さ
か
ん
に
火
ぶ
た
を
切
っ
て
い
る
。
―

　

�　
初
め
は
、
心
の
中
を
え
ぐ
り
取
ら
れ
る
よ
う

な
砲
撃
炸
裂
音
だ
っ
た
が
、
次
第
に
度
胸
も
す

わ
り
「
敵
さ
ん
よ
う
撃
つ
な
。」
と
物
量
の
大

き
さ
に
驚
く
ば
か
り
に
な
っ
て
来
た
。
―
ま
た

茂
原
、
東
金
、
横
芝
、
干
潟
に
あ
る
陸
海
軍
の

飛
行
場
に
艦
載
機
に
よ
る
間
断
な
き
重
爆
を
繰

返
し
、
延
数
千
機
に
も
及
ん
だ
。
―

　

�　
「
上
陸
近
し
」
と
判
断
し
た
軍
は
、
と
り
あ

え
ず
、
非
戦
闘
員
た
る
老
人
、
婦
女
子
を
後
方

軍
爆
撃
機
が
対
独
戦
で
投
下
し
た
総
量
の
約
25
％

に
も
達
す
る
規
模
。
ま
た
こ
の
計
画
の
航
空
兵
力

総
量
は
陸
上
基
地
機
約
６
千
機
以
上
、
空
母
の
艦

上
機
は
３
千
機
以
上
、
想
像
を
絶
す
る
物
量
作
戦

と
い
え
る
。

　
「
コ
ロ
ネ
ッ
ト
」
作
戦
の
上
陸
軍
は
、
ホ
ッ
ジ

ス
大
将
率
い
る
第
一
軍
と
、
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー

中
将
率
い
る
第
八
軍
で
あ
り
、
こ
の
全
体
の
指
揮

を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
が
統
括
す
る
。
Ｙ
デ
ィ
前

日
ま
で
焦
土
と
化
す
こ
と
を
目
指
し
艦
砲
射
撃
を

雨
の
よ
う
に
行
い
、
そ
の
後
山
武
・
東
金
に
は
主

力
と
な
る
第
一
戦
団
が
上
陸
、
東
金
・
船
橋
を
経

由
し
て
江
戸
川
を
渡
っ
て
東
京
を
東
側
か
ら
包
囲

す
る
。
第
二
戦
団
は
茂
原
・
館
山
へ
進
攻
、
東
京

湾
東
側
に
至
り
房
総
半
島
を
制
圧
。
第
三
戦
団
は

東金飛行場跡地の空撮（佐藤尚『東金飛行場 追想の記』より )

東金飛行場：背後に格納庫、飛行機が見える。昭和 19 年末に完成。
（『写真集 東金 ･ 九十九里』より）

現存する格納庫（豊成）の基礎部

東金飛行場の兵舎等の追想図
（佐藤尚『東金飛行場 追想の記』より )

第33回芝山はにわ祭　11月8日（日）　産業祭・商工まつりと同時開催。 
☎0479-77-3918　芝山町まちづくり課産業振興係　http://www.town.shibayama.lg.jp/
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で
あ
る
（
写
真
）。

　

他
の
二
つ
は
米
軍
が
上
陸
進
攻
時
に
応
戦
す

る
施
設
で
あ
る
。
米
軍
の
主
戦
力
は
今
の
国
道

１
２
６
号
線
沿
い
に
進
軍
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、
日
本
は
一
本
義
郎
大
佐
の
も
と
駐
屯
部

隊
（
範
部
隊
）
と
地
元
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
陣

地
構
築
が
な
さ
れ
た
（「
東
金
拠
点
」「
上
田
中
坑

道
陣
地
」
図
参
照
）。
こ
の
構
築
作
業
は
地
盤
の

弱
い
所
が
多
い
た
め
難
航
し
、
木
材
で
補
強
を
し

て
も
崩
落
が
頻
繁
に
起
き
た
と
い
う
。
ま
た
掘
る

道
具
類
や
食
事
等
は
現
地
で
調
達
せ
よ
と
い
う
過

酷
な
命
令
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
尋
ね
て
』（
松

之
郷
区
誌
編
纂
委
員
会
）
に
は
、
昭
和
12
年
７
月

７
日
か
ら
終
戦
日
ま
で
の
日
誌
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
当
時
の
市
民
生
活
の
一
端
を
垣
間

見
せ
る
記
述
を
紹
介
す
る
。

　

�　
〔
昭
和
19
年
12
月
20
日
〕
八
坂
神
社
社
務
所

に
駐
屯
す
る
範
三
八
二
六
部
隊
の
黒
田
軍
医
中

尉
が
「
防
空
知
識
と
応
急
手
当
」
と
題
し
て
講

演
。
社
務
所
は
範
部
隊
の
医
務
所
に
充
て
ら
れ

て
お
り
、松
之
郷
区
民
も
診
療
を
受
け
ら
れ
た
。

　

�　
〔
昭
和
20
年
1
月
25
日
〕
金
属
供
出
。
買
い

上
げ
価
格
は
一
貫
目
（
三・
七
五
媞
）
当
た
り

錫
五
十
円
、
銅
二
十
円
、
ニ
ッ
ケ
ル
十
五
円
、

鉄
二
円
と
さ
れ
、
二
宮
尊
徳
の
銅
像
や
梵
鐘
、

喚
鐘
な
ど
も
供
出
の
対
象
と
な
る
。

　
つ
ぎ
に
、
当
時
の
学
校
の
先
生
が
中
心
と
な
っ

て
戦
争
体
験
記
を
ま
と
め
た
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先

生
と
戦
争
』（
千
葉
県
退
職
婦
人
教
職
員
の
会　

十
分
可
能
な
距
離
で
あ
り
、
前
年
の
「
沖
縄
決

戦
」
に
放
た
れ
た
艦
砲
弾
は
約
６
万
発
、
機
銃
弾

は
数
十
万
発
と
い
わ
れ
、
地
形
が
変
る
ほ
ど
焦
土

と
化
し
て
い
る
。
本
土
決
戦
時
に
そ
れ
以
上
の
攻

撃
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。
台
地

を
穿
っ
て
造
っ
た
壕
（
坑
道
）
で
あ
る
が
、
お
そ

ら
く
こ
の
艦
砲
射
撃
で
壊
滅
し
、
小
規
模
の
抵
抗

は
予
想
さ
れ
て
も
上
陸
進
攻
は
容
易
で
あ
ろ
う
と

推
測
さ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
土
進
攻
作
戦
が
行
わ
れ

る
前
に
終
戦
を
迎
え
た
こ
と
は
幸
い
だ
っ
た
と
言

え
な
く
も
な
い
が
、
昭
和
20
年
4
月
に
突
入
し
た

沖
縄
戦
の
前
の

ヤ
ル
タ
会
談(

２
月
）
あ
る
い

は
原
爆
投
下
前
の
７
月
の

ポ
ツ
ダ
ム
会
談
を
引

き
際
と
す
れ
ば
、
歴
史
的
戦
禍
は
避
け
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
。
機
を
逸
し
た
感
は
拭
え
な
い
が
、
歴
史

は
時
と
し
て
試
練
を
与
え
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
こ
の
よ
う
な
戦
況
の
中
、
た
だ
只
管
に
自

己
の
命
を
削
っ
て
構
築
し
た
東
金
の
防
衛
施
設
や

東
金
（
豊
成
）
飛
行
場
、
そ
し
て
市
民
の
生
活
な

ど
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

東
金
の
「
戦
史
」
資
料

　
昭
和
19
年
か
ら
20
年
の
終
戦
日
の
間
に
築
か
れ

た
主
な
施
設
は
、
東
金
（
豊
成
）
飛
行
場
、
台
地

縁
辺
の
坑
道
陣
地
、
御
殿
山
の
砲
兵
観
測
所
・
榴

弾
砲
台
跡
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
東
金
飛
行
場
は
東
中
、
関
内
な
ど
に
わ
た
る
約

二
百
ha
の
農
地
に
急
造
さ
れ
、
そ
の
建
設
に
は
地

元
農
民
が
中
心
と
な
り
、
万
能
・
も
っ
こ
を
使
い

休
み
な
し
の
重
労
働
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
現
存
す

る
の
は
格
納
庫
の
基
礎
部
分
が
僅
か
に
残
る
程
度

内
陸
部
に
急
遽
戦
略
退
避
を
行
う
こ
と
に
決

し
、
日
没
と
と
も
の
移
動
を
開
始
し
た
。
と
り

あ
え
ず
主
上
陸
地
点
と
想
定
し
た
栗
山
川
以

南
、
真
亀
川
に
至
る
海
岸
平
野
部
の
住
民
は
、

グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
元
気
な
老
人
を
指
導
者
と

し
て
、
最
小
限
度
の
食
糧・衣
類
を
持
参
さ
せ
、

台
地
方
面
に
移
動
を
進
め
て
行
っ
た
。
―

　

�　
二
十
六
日
、
米
軍
の
艦
砲
射
撃
は
平
野
部
に

そ
う
台
地
縁
辺
に
築
か
れ
た
洞
穴
陣
地
、
重
砲

陣
地
に
移
っ
て
行
き
、
市
街
地
に
も
砲
弾
が
落

下
、
家
屋
の
損
壊
も
増
え
て
行
っ
た
。
軍
関
係

以
外
の
住
民
は
、
ほ
と
ん
ど
疎
開
も
終
わ
り
、

死
の
町
と
化
し
て
い
た
。
―

　

�　
東
金
の
裏
山
の
緑
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
、
赤

い
山
肌
が
増
え
て
行
く
。
市
街
地
も
廃
墟
と
化

し
は
じ
め
て
い
る
。
―

　

�　
火
を
吹
く
軍
艦
の
列
の
後
方
に
、
お
び
た
だ

し
い
黒
い
輸
送
船
の
姿
が
見
え
始
め
た
。
ま
た

上
陸
用
舟
艇
が
多
数
つ
ま
れ
て
い
る
の
が
見
え

る
。愈
々
上
陸
が
近
づ
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

わ
が
軍
の
反
撃
の
な
い
ま
ま
に
日
は
暮
れ
た
。

　

�　
三
月
一
日
、
夜
が
あ
け
そ
め
る
。

　

�　
ほ
の
暗
い
中
で
、
上
陸
用
舟
艇
を
下
す
作
業

が
は
じ
ま
る
。
兵
の
乗
り
込
み
が
始
ま
っ
た
。

　

�　
海
岸
に
対
す
る
砲
撃
が
始
ま
っ
た
。
砲
撃
は

一
週
間
前
か
ら
続
い
て
い
た
が
、
こ
の
集
中
砲

火
の
は
げ
し
さ
は
、
前
例
を
見
な
い
す
さ
ま
じ

い
も
の
で
あ
っ
た
。「
砲
撃
の
焦
点
」
は
片
貝

海
岸
だ
。
―

　
こ
の
上
陸
進
攻
の
結
末
は
、
ほ
ぼ
艦
砲
射
撃
で

決
す
る
で
あ
ろ
う
。
艦
砲
は
20
㎞
～
30
㎞
先
ま
で

砲兵観測所：御殿山（東金城跡）にあり、
その傍らに砲台跡もある。

蛸壺の碑：御殿山に所在。穴に隠れ敵を
待ち構える。以前は窪地になっていた。

台方の壕入口（坑道）

やさしい航空のはなし「客室乗務員のおはなし」　☎0479-78-0557　航空科学博物館　http://www.aeromuseum.or.jp/
客室乗務員の経験者から仕事の魅力や体験談など生の声を聞くことのできる講演会です。特に将来客室乗務員を目指す方におすすめです。
10月25日（日）午後1時～　館内1階多目的ホール13



戦
争
、
そ
し
て
未
来
へ

　
戦
争
を
知
ら
な
い
我
々
は
、
戦
争
体
験
者
の
高

齢
化
に
伴
い
、
次
世
代
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い

く
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
最
近
で
は
中
高
生

が
戦
争
世
代
に
代
わ
っ
て
、
体
験
を
語
り
継
ぐ
取

組
―
朗
読
劇
、
戦
跡
見
学
・
取
材
に
よ
る
勉
強
会

な
ど
―
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
活
動
が
少

し
ず
つ
で
も
広
が
れ
ば
、
地
域
の
戦
争
・
悲
惨
状

況
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
子
供
た
ち
が
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
戦

争
を
知
ら
な
い
我
々
に
も
後
世
に
伝
え
て
い
く
べ

き
手
段
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
戦
争

を
決
し
て
許
さ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
と
確
信
す

る
。
未
来
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
た

め
に
も
。

　
最
後
に
前
述
の
『
も
し
も
も
う
半
年　
戦
争
が

続
い
た
ら
』
よ
り
鈴
木
勝
の
文
の
一
節
を
引
用
す

る
。

　
【
天
日
は
今
日
も
変
り
な
く
照
ら
し
た
も
う
】

　
君
た
ち
が
生
命
を
賭
け
て
護
り
ぬ
い
た

　
君
た
ち
の
母
国
、
我
ら
の
ふ
る
さ
と

　
い
ま
も
平
成
の
天
日
は
登
っ
て
い
く
。

　
あ
の
と
き
と
変
り
な
く
照
ら
し
て
い
る
。

　
君
た
ち
の
顔
も
姿
も

　
あ
の
と
き
そ
の
ま
ま
に
若
々
し
い
け
れ
ど
も

　
君
た
ち
の
声
を
も
う一度
き
く
こ
と
は
な
い
。

　
脱
稿
後
、
見
る
と
も
な
し
に
窓
越
し
に
外
を
眺

め
る
と
、
茹う

だ
る
よ
う
な
蝉
の
声
の
な
か
、
木
漏

れ
日
が
眩
し
く
揺
れ
て
い
た
。

追
記
：
米
国
と
開
戦
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
若
者

が
増
え
て
い
る
と
聞
く
。
こ
れ
は
我
々
の
責
任
で

あ
り
、
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。「
未
来
」

は
ど
の
よ
う
に
創
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

山
武
支
部
１
９
９
８
年
、
金
坂
歌
子
よ
り
提
供
）

に
は
当
時
の
児
童
・
学
校
の
様
子
が
書
か
れ
て
お

り
、
そ
の
一
節
を
抜
粋
す
る
。

　

�　
「
戦
争
と
学
童
」　　
成
東
町　
足
立
由
美

　

�　
―
そ
の
う
ち
学
校
が
兵
舎
に
な
り
、
軍
隊
が

学
校
に
住
み
始
め
、学
童
は
、部
落
の
集
会
所
、

お
寺
な
ど
で
勉
強
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
う

ま
く
い
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
遊
び
所
も
無

い
。
朝
、校
庭
の
隅
に
集
合
し
、鞄
を
背
負
い
、

足
並
み
揃
え
、
集
会
所
へ
向
か
っ
た
の
で
す
。

勉
強
は
後
回
し
で
す
。
軍
隊
の
馬
の
餌
に
な
る

草
刈
り
で
す
。
小
学
三
年
生
の
子
ど
も
達
が
、

山
へ
行
き
餌
に
な
る
ス
ス
キ
を
刈
っ
て
く
る
の

で
す
。
―

　

�　
「
も
っ
と
勉
強
し
た
か
っ
た
よ
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
芝
町　
藤
代
ゆ
う

　

�　
―
勉
強
す
る
に
も
学
用
品
が
足
り
な
く
、
教

科
書
や
カ
バ
ン
な
ど
兄
さ
ん
の
を
も
ら
い
、
鉛

筆
は
短
く
な
っ
て
持
て
な
く
な
る
ま
で
使
っ
て

い
ま
し
た
。
習
字
も
練
習
は
新
聞
紙
が
ま
っ
黒

に
な
る
ま
で
書
き
ま
し
た
。
着
る
も
の
も
、
つ

ぎ
の
当
っ
た
も
の
や
お
古
を
直
し
て
着
て
も
不

平
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。食
べ
物
も
不
安
で
、

一
つ
の
も
の
を
兄
弟
で
分
け
て
食
べ
る
な
ど
い

つ
も
お
な
か
を
す
か
し
て
い
ま
し
た
。
―

　
戦
争
に
関
す
る
資
料
に
接
す
る
と
、
言
葉
を
失

い
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
戦
争
の
悲

劇
に
は
外
地
も
内
地
も
無
い
こ
と
を
改
め
て
痛
感

し
た
。

『おばあちゃん先生と戦争』
千葉県退職婦人教職員の会
山武支部 1998 年

東金小学校の校舎が空襲に備え黒く塗られている。
（個人寄贈より）

学校での演習：戦前・中はどこの学校でも訓練は実
施されていた。（写真アルバム「山武の昭和」より）

編集部では戦前～戦後の写真を収集
しています。デジタル保存を考えて
いますので、現物は返還致します。
皆さんのご協力をお願いいたします。

お
願
い

　 ノルマンディ上陸作戦：
1944年6月6日、米軍主体
の連合軍がナチスドイツに
占領されていたフランスの
ノルマンディの海岸に上陸。
艦 艇5300隻、 航 空 機1万
4000機、兵員は最終的に
300万人近くになった。現
在でも史上最大の上陸作戦
といわれる。

　 ヤルタ会談：1945年2月、ルーズベルト
（米）、チャーチル（英国）、スターリン（当時ソ連）
がソ連領クリミア半島のヤルタで協議。ドイ
ツに対する戦後処理、国際連合の成立、ソ連の
対日参戦（同年8月8日）など協定が決められ
た。ここでルーズベルトはスターリンにドイツ
降伏3 ヶ月後に日ソ中立条約の破棄を要請。
その見返りとして、千島列島、南樺太、満州
に有する日本の諸権益をソ連に与える密約を
交わした。ソ連はこれを根拠に終戦間際に参
戦し侵攻を開始。だが1956年、アイゼンハ
ワー政権はヤルタ協定（ソ連の北方領土占有含
む）はルーズベルト個人の判断文書とし、米国
政府の公式文書ではなく無効であると公式声
明を出した。

　 ポツダム会談：1945年7月17日～ 8月
2日、ベルリン郊外のポツダムにて、トルー
マン（米）・チャーチル（英、途中からアト
リー）・スターリン（当時ソ連）が欧州の戦
後処理と日本の降伏条件などを協議。同年
7月26日に米英中が日本に対し降伏を求
めるポツダム宣言を発表したが、日本はす
ぐに受諾しなかった。原爆投下(8月6日・
9日）及びソ連の参戦後に8月15日を迎え
た。ポツダム宣言は全13項で１～５項は
宣言の即時受け入れ、後半は連合国が敗戦
後の日本を占領することや基本的人権（10
項）、無条件降伏（13項）である。

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　家庭教育相談　☎0475-54-0
ナシナヤミ
783

東金市が委嘱したカウンセラーが月〜金曜日に相談に応じています。いじめや不登校、子育てなど教育問題について電話、来室相談。
東金市役所別棟2階。受付は午前9時～午後4時です。 14



お
り
、
と
く
に
こ
の
男
子
誕
生
に
父
丑
太

郎
茂
八
は
大
変
喜
び
、
大
木
家
に
と
っ
て

は
由
緒
の
あ
る
名
前
で
あ
ろ
う
清
次
郎
を

命
名
し
て
い
る
。

　
前
号
で
示
し
た
最
福
寺
に
保
存
し
て
あ

る
「
ひ
じ
木
」
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
大
木

茂
八
は
四
代
茂
八
こ
と
丑
太
郎
で
あ
り
、

父
に
代
わ
り
大
木
飛
弾
藤
原
綱
行
を
襲
名

し
た
の
は
二
十
歳
の
清
次
郎
こ
と
五
代
茂

八
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
五

代
茂
八
は
二
年
後
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）

に
は
他
界
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
頃
か
ら

体
調
を
崩
し
た
の
か
調
査
し
て
み
た
。
手

掛
か
り
は
最
福
寺
宝
蔵
向
拝
中
央
に
経
典

を
持
つ
唐
子
の
彫
刻
が
あ
る
が
、
そ
の
裏

面
に
刻
ま
れ
た
花
押
に
あ
っ
た
。
　
　
　

　
　
　
　

　
　
嘉
永
五
年

　
　
　
　
　
壬
子
十
一
月

　
　
　
　
岩
崎
町
住

　
　
大
木
飛
弾
藤
原
綱
行
　（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
建
方
　
彫
工

　
こ
の
花
押
は
五
代
茂
八
も
の
で
は
な

く
、
最
福
寺
大
黒
殿
厨
子
の
扁
額
裏
面
に

あ
る
四
代
茂
八
の
花
押
と
同
じ
も
の
で

あ
っ
た
。

　
　
奉
納
　
安
政
五
年

　
　
　
大
木
飛
弾
藤
原
綱
行
　（
花
押
）

　
　
　
　
　（
大
黒
殿
厨
子
の
扁
額
裏
面
）

　
　
　
　
　
※
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

　
つ
ま
り
、
五
代
茂
八
こ
と
清
次
郎
は
嘉

　
こ
こ
で
誰
も
が
認
め
る
東
金
を
代
表
す

る
、
大
木
飛
弾
藤
原
綱
行
こ
と
、
大
木
茂

八
に
つ
い
て
細
見
し
よ
う
。

　
茂
八
に
関
す
る
史
料
は
最
福
寺
御
住
職

山
岡
日
俊
上
人
の
協
力
を
得
て
、
同
寺
に

あ
る
過
去
帖
及
び
墓
石
の
確
認
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
茂
八
の
墓
石
は
最
福
寺
歴

代
住
職
の
墓
石
が
並
ぶ
手
前
側
に
二
基
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
左
記
の
通
り
戒
名
が
刻

ま
れ
て
い
る
。

　
祖
　
信
○
院
道
宗
　
信
修
院
○
富

　
先
　
信
正
院
妙
富
　
漸
修
院
妙
○

　
　
　
　
　
　
　
大
木
倩
次
郎
（
建
立
）

　
　
自
然
院
道
薩
信
士

　
　
自
竟
院
妙
薩
信
女

　
　
　
　
　
　
　
大
木
茂
八
（
建
立
）

　
な
お
、
も
う
一
基
の
墓
石
は
鐘
楼
を
左

に
曲
が
っ
た
中
段
左
手
に
あ
り
、
こ
れ
は

青
み
が
か
っ
た
楕
円
形

の
自
然
石
。
中
央
部
に

信
證
院
政
広
日
規
信

士
、
両
側
に
先
妻
、
後

妻
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

　
最
福
寺
過
去
帖
に
よ

れ
ば
、信
○
院
道
宗（
初

代
と
す
る
）
の
子
供
で

あ
る
信
修
院
○
富
（
二

代
）は
過
去
帖
内
に「
茂

八
の
父
」
と
あ
り
、
小
倉
惣
次
郎
が
生
ま

れ
る
二
九
年
前
の
文
化
十
三
年
（
一
八
一

六
）
十
二
月
二
七
日
に
没
し
て
い
る
。

　
自
然
院
道
薩
信
士
（
三
代
）
は
過
去
帖

に
茂
八
と
記
入
が
あ
り
、
文
政
二
年
（
一

八
一
九
）
に
没
し
（
年
齢
不
詳
）、
自
竟

院
妙
薩
信
女
は
明
治
と
改
元
さ
れ
る
二
ヶ

月
前
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月
二

四
日
、
九
七
歳
で
没
し
て
い
る
。
小
倉
惣

次
郎
と
三
代
茂
八
は
関
係
が
な
い
が
、
妻

は
出
会
う
こ
と
が
十
分
可
能
で
あ
っ
た
ろ

う
。

　
次
に
四
代
茂
八
は
本
事
院
玄
瑞
信
士
と

号
し
丑
太
郎
と
称
し
た
。
過
去
帖
に
よ
れ

ば
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
九
月
五
日
、

七
五
歳
で
没
し
て
い
る
の
で
、
二
代
茂
八

を
十
九
歳
で
、
三
代
茂
八
を
二
二
歳
で

失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
四
代
茂
八
は
日
吉

神
社
の
神
輿
・
通
称
東
金
型
と
し
て
分
類

さ
れ
る
山
車
・
屋
台
（
岩
崎
・
谷
・
上
宿
等
）

の
考
案
・
製
作
に
関
係
し
、
他
市
町
村
の

神
社
・
仏
閣
を
建
立
し
た
宮
大
工
で
も
あ

る
。
な
お
、
彼
に
は
妻
と
長
男
・
長
女
が

永
五
年
五
月
以
降
宮
大
工
と
し
て
二
度
と

仕
事
が
出
来
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
父
丑

太
郎
こ
と
四
代
茂
八
が
再
度
名
乗
り
、
六

代
目
を
襲
名
し
た
と
判
断
で
き
る
の
で
あ

る
。

　
嘉
永
七
年
当
時
、
小
倉
惣
次
郎
は
ま
だ

十
歳
ほ
ど
、
父
俊
治
の
傍
で
木
屑
を
集
め

遊
ん
で
い
た
時
で
あ
っ
た
。

　
次
の
七
代
茂
八
（
信
證
院
政
広
日
規
信

士
）
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
生
ま

れ
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）、
五
九

歳
で
没
し
て
い
る
。
惣
次
郎
と
同
じ
年

で
前
号
に
お
い
て
述
べ
た
植
松
武
雄
氏
の

祖
父
作
次
郎
と
長
く
関
係
し
た
師
匠
で
あ

る
。
こ
の
茂
八
は
松
之
郷
の
八
坂
神
社
本

殿
雨
屋
に
関
与
し
た
彫
刻
師
で
あ
る
こ
と

が
松
之
郷
区
誌
史
料
編
に
記
述
さ
れ
て
い

る
（「
明
治
二
十
六
年
三
月
七
日
総
工
費

一
万
三
千
円
を
計
上
し
て
本
殿
雨
屋
の
新

築
に
着
工
、棟
梁
中
村
勝
治
郎（
西
本
郷
）、

彫
刻
師
大
木
茂
八
（
東
金
町
岩
崎
）
翌
二

十
七
年
落
成
す
る
。」）。
な
お
、
こ
の
七

代
茂
八
の
母
は
過
去
帖
に
よ
る
と
、
四
代

茂
八
の
妻
で
は
な
く
、
実
は
俗
名
「
ま
つ

め
」（
明
治
九
年
、
五
十
九
歳
没
）
と
称

し
た
女
性
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
建

立
が
有
力
な
最
福
寺
の
鐘
楼
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
。

　
現
在
、
鐘
楼
天
井
部
の
絵
は
肉
眼
で
見

る
に
は
不
可
能
で
あ
る
が
住
職
に
よ
る
と

「
か
つ
て
龍
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
記
憶

が
あ
る
」
と
の
こ
と
。
く
っ
き
り
残
る
落

款
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
絵
師
の
飯
田
林
斎

直
忠
（
一
八
六
九
年
、
四
十
九
歳
没
）
の

も
の
で
あ
っ
た
。
林
斎
は
東
金
岩
崎
の
生

ま
れ
で
名
前
を
直
忠
・
通
称
芳
次
郎
と
称

し
た
。
十
八
歳
の
時
、
谷
文
晁
の
門
人
・

高
久
靄
厓
が
来
町
の
折
、
門
人
と
な
り
、

と
う
が
ね

以
後
絵
業
に
専
念
し
、
東
金
靄
厓
と
称
し

た
。
彼
の
作
品
は「
東
嘉
園
図
会
」と「
芭

蕉
の
画
像
」
の
二
点
の
み
し
か
確
認
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
日
吉
神
社
の
絵
馬
調

査
で
奉
納
絵
馬
数
点
を
発
見
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
彫
刻
師
と
絵
師
と
の
関
係
は
今

後
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
る

　
次
に
前
号
で
ふ
れ
た
大
木
飛
弾
藤
原
綱

行
の
ヒ
ダ
の
ダ
は
騨
で
は
な
く
弾
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
初
源
的

な
記
述
の
あ
る
史
料
『
籐
乗
景
文
日
記
』

と
夷
隅
郡
岬
町
和
泉
（
当
時
）
の
天
台
宗

飯
縄
寺
（
彫
刻
師
初
代
武
志
伊
八
郎
の
代

表
作
「
大
天
狗
と
牛
若
丸
」
で
有
名
）
に

あ
る
鐘
楼
の
刻
字
を
示
す
と
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

　　
嘉
永
四
年
七
月
廿
六
日

　
　
東
金
大
工
飛
弾
方
へ
立
寄
候
而
鎮

　
　
守
彫
刻
来
月
十
日
頃
迄
二
是
非
共

　
　
皆
出
来
二
相
成
候
様
相
頼
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　（
籐
乗
景
文
日
記
）

　
　
上
総
国
　
山
邊
郡
　
東
金
町
住
人

　 

　
　
建
方

　
　
　
　
　
　
　
大
木
飛
弾
　（
花
押
）

　
　 

　
彫
方

　
　
　
　
　
　
　
　（
飯
縄
寺
　
鐘
楼
）

　
鐘
楼
建
立
の
時
期
は
住
職
に
よ
れ
ば
、

江
戸
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
年
～
一
八
五

三
年
）
と
い
う
。
花
押
か
ら
判
断
す
る

と
四
代
茂
八
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
嘉
永
の
何
年
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
嘉
永
に
は
「
飛

弾
」
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
い

え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
続
く
）

　
　
　
　
　
　（
飯
高
和
夫
、
青
木
幸
一
）

歴
史
ば
な
史

小
倉
惣
次
郎
と
東
金
の
彫
刻
師

に
つ
い
て
の
一
考
察
（
中
）

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　山武郡市教育相談センター　☎0475-54-0367
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ス
ポ
ー
ツ
が
だ
め
な
ら
ば
と
、
直
人
は
学

習
塾
に
通
わ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
良
介
は
勉
強

が
苦
手
な
の
か
、
先
生
の
話
は
聞
い
て
い
な

い
よ
う
だ
っ
た
。
当
然
学
校
の
成
績
は
ビ
リ

の
ま
ま
だ
っ
た
。
直
人
は
塾
に
出
か
け
講
師

に
、
「
成
績
を
あ
げ
る
の
が
塾
の
役
目
だ
ろ
。

金
だ
け
取
っ
て
成
績
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
詐

欺
と
同
じ
だ
ろ
」
そ
う
言
っ
て
責
め
た
。

　
直
人
の
剣
幕
は
他
の
塾
生
の
耳
に
も
入
り
、

「
良
介
の
親
父
、
か
な
り
頭
が
悪
い
な
。
だ

か
ら
お
前
も
成
績
悪
い
ん
だ
ろ
」

そ
ん
な
悪
口
を
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
漏
れ
聞
い
た
直
人
は
愕
然
と
し

た
。
頭
が
悪
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
初
め
て

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
納
得
が

い
か
な
い
直
人
は
仕
事
を
休
み
塾
の
経
営
者

を
訪
ね
た
。

「
先
生
、
正
直
言
っ
て
、
私
は
正
論
を
言
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
私
は
車
の
セ
ー

ル
ス
を
し
て
い
ま
す
が
、
お
金
を
貰
っ
て
い

る
以
上
、
故
障
の
な
い
物
を
お
客
様
に
提
供

し
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
貰
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
。
仕
事
っ
て
そ
ん
な
物
で

し
ょ
」
塾
の
先
生
は
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
。

時
折
静
か
に
う
な
づ
き
、

「
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
？
」

と
話
を
促
し
た
。

「
で
す
か
ら
、
塾
に
通
わ
せ
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
成
績
を
上
げ
る
の
は
塾
の
仕
事
で

し
ょ
」
す
る
と
先
生
は
静
か
に
言
っ
た
。

「
お
父
さ
ん
、
一
つ
、
つ
か
ぬ
お
話
を
し
ま

す
が
い
い
で
す
か
」

「
は
？
何
で
す
か
」

「
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
て
お
父
さ
ん

が
注
文
し
た
ハ
ン
バ
ー
グ
を
子
供
さ
ん
が
食

と
答
え
た
。

　
そ
ん
な
事
が
あ
っ
て
か
ら
良
介
は
前
よ
り

少
し
は
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、
あ

る
時
、

「
お
父
さ
ん
。
水
泳
教
室
の
コ
ー
チ
は
僕
に

ず
う
っ
と
く
っ
つ
い
て
い
て
い
や
だ
。
僕
、

み
ん
な
と
水
掛
ご
っ
こ
し
た
り
し
て
遊
び
た

い
」
と
愚
痴
を
漏
ら
し
た
。
早
速
直
人
は
、

「
う
ち
の
子
に
も
水
掛
ご
っ
こ
を
さ
せ
ろ
」

と
言
い
に
行
っ
た
。
コ
ー
チ
は
、

「
そ
う
で
す
ね
、
自
主
的
な
練
習
の
方
が
良

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」

そ
う
言
い
な
が
ら
も
コ
ー
チ
は
不
安
そ
う
な

顔
を
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
学
校
で
は
学

年
別
水
泳
大
会
が
あ
っ
た
が
、
町
の
水
泳
教

室
に
通
っ
て
い
る
子
は
皆
選
手
に
選
ば
れ
た

も
の
の
、
良
介
だ
け
は
補
欠
に
も
な
れ
な

か
っ
た
。
良
介
は
そ
れ
っ
き
り
水
泳
教
室
を

や
め
た
。

　
直
人
は
子
供
の
頃
か
ら
理
屈
っ
ぽ
い
性
格

だ
っ
た
。
理
屈
を
言
え
る
事
が
頭
の
良
い
証

拠
な
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
だ
が
、
そ

れ
は
大
人
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
直
人
が
結
婚
し
子
供
の
良
介
が
小
学
生
に

な
っ
た
頃
だ
っ
た
。
良
介
は
学
校
で
は
泳
げ

な
い
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
た
。

「
男
の
子
は
泳
げ
な
く
て
は
」
そ
う
思
っ
た

直
人
は
、
良
介
を
近
く
の
水
泳
教
室
に
通
わ

せ
る
こ
と
に
し
た
が
、
そ
れ
で
も
泳
ぎ
は
上

達
し
な
か
た
。

　
あ
る
時
直
人
は
水
泳
教
室
に
押
し
か
け
る

と
言
っ
た
。

「
月
謝
を
払
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
う

ち
の
子
は
泳
げ
な
い
ん
だ
。
そ
れ
じ
ゃ
詐
欺

と
同
じ
で
は
な
い
か
」

直
人
の
言
葉
に
水
泳
教
室
の
コ
ー
チ
は
む
っ

と
し
た
顔
を
し
な
が
ら
も
、

「
分
か
り
ま
し
た
。
明
日
か
ら
つ
き
っ
き
り

で
指
導
し
ま
し
ょ
う
」

べ
な
か
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
れ
は
レ
ス
ト
ラ

ン
が
悪
い
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
ウ
ェ

イ
ト
レ
ス
が
、
無
理
に
で
も
口
に
運
ん
で
や

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
」

「
何
の
話
だ
。
馬
鹿
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
。

注
文
し
て
食
わ
な
か
っ
た
ら
、
食
わ
な
か
っ

た
子
供
が
悪
い
に
決
ま
っ
て
る
」

そ
う
言
っ
た
後
で
直
人
は
、

「
ハ
ン
バ
ー
グ
が
嫌
い
？
つ
ま
り
う
ち
の
子

は
勉
強
が
嫌
い
だ
と
言
い
た
い
ん
で
す
か
」

直
人
は
そ
う
言
っ
て
声
を
荒
げ
た
。

「
い
え
、
私
が
言
い
た
い
の
は
、
子
供
の
好

み
も
聞
か
ず
に
親
が
注
文
し
た
事
に
つ
い
て

考
え
て
欲
し
か
っ
た
ん
で
す
」

　
直
人
は
先
生
の
言
い
た
い
こ
と
が
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
。
家
に
帰
り
、
直
人
は
良
介

に
言
っ
た
。

「
良
介
が
一
番
や
り
た
い
こ
と
は
何
だ
」

「
何
を
言
っ
て
も
い
い
の
？
」

「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
」

「
本
当
？
お
父
さ
ん
が
嫌
い
な
物
で
も
い
い

の
？
」

「
あ
あ
」

「
そ
れ
な
ら
言
う
け
ど
、
僕
、
絵
を
描
き
た
い
」

　
直
人
は
こ
れ
ま
で
、
国
語
や
算
数
と
言
っ

た
主
要
教
科
以
外
に
目
を
向
け
な
か
っ
た
為
、

良
介
は
絵
が
上
手
な
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

の
だ
。
早
速
直
人
は
良
介
の
行
き
た
が
る
絵

画
教
室
に
入
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
の
良
介
は
明
る
く
な
り
、
仲
間

と
よ
く
話
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
仲
間

の
誘
い
で
再
び
水
泳
教
室
と
学
習
塾
に
通
う

よ
う
に
な
る
と
、
た
ち
ま
ち
ク
ラ
ス
選
手
の

補
欠
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
成
績
も
上
位

に
食
い
込
ん
で
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

リーフノベルとは…原稿用紙４枚分、つまり 1600 字以内に納める
超短編小説で、新しいジャンルです。あなたも挑戦してみませんか。

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル

親
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安
義
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絵
・
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べ
な
か
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
れ
は
レ
ス
ト
ラ

ン
が
悪
い
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
ウ
ェ

イ
ト
レ
ス
が
、
無
理
に
で
も
口
に
運
ん
で
や

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
」

「
何
の
話
だ
。
馬
鹿
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
。

注
文
し
て
食
わ
な
か
っ
た
ら
、
食
わ
な
か
っ

た
子
供
が
悪
い
に
決
ま
っ
て
る
」

そ
う
言
っ
た
後
で
直
人
は
、

「
ハ
ン
バ
ー
グ
が
嫌
い
？
つ
ま
り
う
ち
の
子

は
勉
強
が
嫌
い
だ
と
言
い
た
い
ん
で
す
か
」

直
人
は
そ
う
言
っ
て
声
を
荒
げ
た
。

「
い
え
、
私
が
言
い
た
い
の
は
、
子
供
の
好

み
も
聞
か
ず
に
親
が
注
文
し
た
事
に
つ
い
て

考
え
て
欲
し
か
っ
た
ん
で
す
」

　
直
人
は
先
生
の
言
い
た
い
こ
と
が
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
。
家
に
帰
り
、
直
人
は
良
介

に
言
っ
た
。

「
良
介
が
一
番
や
り
た
い
こ
と
は
何
だ
」

「
何
を
言
っ
て
も
い
い
の
？
」

「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
」

「
本
当
？
お
父
さ
ん
が
嫌
い
な
物
で
も
い
い

の
？
」

「
あ
あ
」

「
そ
れ
な
ら
言
う
け
ど
、
僕
、
絵
を
描
き
た
い
」

　
直
人
は
こ
れ
ま
で
、
国
語
や
算
数
と
言
っ

た
主
要
教
科
以
外
に
目
を
向
け
な
か
っ
た
為
、

良
介
は
絵
が
上
手
な
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

の
だ
。
早
速
直
人
は
良
介
の
行
き
た
が
る
絵

画
教
室
に
入
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
の
良
介
は
明
る
く
な
り
、
仲
間

と
よ
く
話
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
仲
間

の
誘
い
で
再
び
水
泳
教
室
と
学
習
塾
に
通
う

よ
う
に
な
る
と
、
た
ち
ま
ち
ク
ラ
ス
選
手
の

補
欠
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
成
績
も
上
位

に
食
い
込
ん
で
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
多
く
の
日
本
人
が
好
ん
で
食
べ
る
和
食
の
一

つ
に
蕎
麦
が
あ
り
ま
す
。
蕎
麦
は
古
い
時
代
か

ら
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
の
よ
う
に
細
く

切
っ
て
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時

代
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
人
の
食
文
化

と
し
て
長
い
間
庶
民
に
好
か
れ
て
い
る
蕎
麦
で

す
が
、
意
外
に
、
畑
一
面
に
広
が
る
蕎
麦
の
花

を
見
た
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
紹
介
す
る
作
品
は
ま
さ
し
く
、
そ
の
蕎

麦
の
花
を
題
材
に
し
た
作
品
で
す
。
詩
人
堀
内

幸
枝
氏
が
一
五
歳
か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
若
い
多

感
な
時
期
に
書
か
れ
た
詩
集「
村
の
ア
ル
バ
ム
」

か
ら
の
一
作
品
で
す
。
作
者
、
堀
内
幸
枝
（
ほ

り
う
ち
　
さ
ち
え
）氏
は
一
九
二
〇
年（
大
正
九

年
）山
梨
県
生
ま
れ
の
詩
歴
の
長
い
九
四
歳
の

現
役
詩
人
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
日
本
現
代
詩

人
会
の
名
誉
会
員
で
あ
り
、詩
誌
「
葡
萄
」を
発

行
さ
れ
、著
書
に
は
詩
集
「
紫
の
時
間
」「
九
月

の
日
差
し
」随
筆
「
市
之
蔵
村
」等
多
数
お
持
ち

で
す
。
二
〇
〇
九
年
に
は
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め

「
堀
内
幸
枝
全
詩
集
」が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
歌
曲
の
詩
も
手
掛
け
ら
れ
各
地
で
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
堀
内
幸
枝
氏
の
詩
集
「
村
の
ア
ル
バ
ム
」の

作
品
は
自
ら
が
育
っ
た
山
梨
県
市
之
蔵
と
は
切

り
離
せ
な
い
心
の
核
が
あ
り
ま
す
。
山
間
の
静

か
な
村
に
降
り
注
ぐ
光
、
風
そ
し
て
、
草
の
匂

い
等
の
あ
る
が
ま
ま
の
風
物
に
慈
し
み
を
感
じ
、

生
活
者
と
し
て
自
然
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る

こ
と
が
伺
え
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
の
作
者
は
父
親

の
句
会
の
手
伝
い
を
通
し
詩
心
が
芽
生
え
て

い
っ
た
よ
う
で
す
。
空
気
の
澄
ん
だ
山
峡
の
村

は
蕎
麦
を
育
む
の
に
適
し
て
い
ま
す
が
、
同
時

に
、
独
り
居
の
好
き
だ
っ
た
詩
人
の
感
性
を
も

育
て
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
連
の
月
明
か
り
の
下
、
真
っ
白
に
咲
く
一

面
の
蕎
麦
畑
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

こ
を
少
女
が
歩
い
て
い
き
ま
す
。
そ
の
光
景
は

幻
想
的
で
、
読
み
手
の
心
を
と
ら
え
、
若
や
い

だ
世
界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
現

代
と
い
う
複
雑
な
日
常
の
中
で
生
活
す
る
私
た

ち
は
、
何
故
か
郷
愁
を
伴
っ
た
感
情
に
揺
さ
ぶ

ら
れ
ま
す
。
市
之
蔵
村
の
風
景
に
、
少
女
は
淡

い
恋
心
を
夢
想
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
少

女
の
清
潔
さ
と
白
い
蕎
麦
の
花
の
美
し
さ
が
似

合
い
ま
す
。

　
二
連
で
は
そ
の
少
女
の
思
い
は
蕎
麦
の
花
に

重
な
り
ま
す
。
少
女
は
ま
だ
見
ぬ
恋
人
を
慕
う

思
い
や
、
生
き
る
こ
と
へ
の
不
安
を
感
じ
な
が

ら
蕎
麦
畑
を
眺
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
市
之
蔵

村
の
風
景
は
作
者
に
と
っ
て
身
体
の
一
部
な
の

で
し
ょ
う
か
。
随
筆
「
市
之
蔵
村
」に
は
次
の

よ
う
な
文
章
が
あ
り
ま
す
。「
あ
な
た
の
初
恋

は
？
」と
聞
か
れ
た
ら
即
座
に
「
そ
ば
の
花
」と

答
え
る
と
作
者
は
記
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら

も
、
人
間
と
自
然
の
境
界
線
を
持
た
な
い
作
者

の
澄
ん
だ
精
神
が
伺
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
最

終
行
か
ら
も
作
者
の
人
生
の
傍
ら
に
は
絶
え
ず

蕎
麦
の
花
の
風
景
が
寄
り
添
い
続
け
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
変
わ
り
ゆ
く
時
の
中
で
人
は
生
き
る
寂
し
さ

を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。そ
ん
な
時
こ
そ
、こ

の
よ
う
な
野
の
香
り
の
す
る
穏
や
か
な
世
界
に

出
会
い
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
ま
す
。
生
き
る
こ

と
の
懐
か
し
さ
を
蘇
ら
せ
て
く
れ
る
作
品
だ
と

思
え
ま
す
。

蕎そ

麦ば

の
花

	

　
堀
内
　
幸
枝

ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
蕎
麦
の
花
が
咲
い
て
ゐ
た

左
に
は
青
い
川
が
流
れ
て
ゐ
た

右
に
は
な
だ
ら
か
な
山
が
伏
し
て
ゐ
た

山
の
上
に
は
や
は
り
蕎
麦
の
花
の
や
う
な
白
い
月
が
載
っ
て
ゐ
た

私
は
胸
の
中
へ
手
を
は
さ
ん
で
歩
い
て
ゐ
た

ど
う
し
た
と
云
ふ
わ
け
で
も
な
い
が

誰
だ
っ
た
か
も
覚
え
て
ゐ
な
い
が

そ
れ
で
も
誰
か
は
っ
き
り
私
の
心
を
支
え
て
く
れ
た
人
と

こ
ん
な
道
を
歩
い
た
や
う
な

同
じ
や
う
な
道
が
続
い
て
ゐ
た

私
は
ど
こ
ま
で
来
た
か
も
分
ら
な
か
っ
た

黄た
そ
が
れ昏

が
近
づ
い
て
来
る
と

山
も
川
も
空
の
色
に
溶
け
て
ゆ
く
中
に

蕎
麦
の
花
は
ほ
の
暗
い
白
さ
に
続
い
て
ゐ
た

私
の
体
か
ら
お
さ
へ
き
れ
な
い
歓
び
の
や
う
な

哀
し
み
の
や
う
な

ほ
の
か
な
一
つ
の
思
ひ
が

煙
の
や
う
に
蕎
麦
畑
の
上
を
拡
が
っ
て
行
っ
た

私
は
俯
い
て
蕎
麦
畑
の
中
の
自
分
に
懐
か
し
く
み
と
れ
た

唯
一
本
の
黝
い
小
径
は
私
の
足
の
起
点
か
ら

前
後
に
細
々
と
延
び
て
ゐ
た

ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
一
本
の
径
だ
っ
た

ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
や
は
り
蕎
麦
の
花
は
咲
い
て
ゐ
た

詩
集
「
村
の
ア
ル
バ
ム
」
よ
り 

（
原
文
の
ま
ま
）

　
注 

黝
い
（
あ
お
ぐ
ろ
い
）
―
青
み
を
帯
び
た
黒
色
を
し
て
い
る
。

ポエムの窓
文・高安ミツ子

A window of a poem
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ん
を
と
な
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
し
ん

ち
ゃ
ん
か
ら
「
魔
女
な
ん
じ
ゃ
ね
え

の
？
」な
ん
て
か
ら
か
わ
れ
て
、心
配
に

な
っ
た
ゆ
ら
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
に
た

ず
ね
て
み
ま
す
。
す
る
と
お
母
さ
ん
は
、

「
う
ち
は
お・
ま・
じ・
な・
い・
つ・
か・
い・
の
家
系

な
の
よ
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。ゆ
ら

ち
ゃ
ん
は
さ
っ
そ
く
、
お
ま
じ
な
い
つ

か
い
に
な
る
修
行
を
始
め
ま
す
が
…
。

　
も
っ
と
長
い
お
話
が
い
い
な
ら
、
た

か
ど
の
ほ
う
こ
さ
ん
の
『
ル
ゥ
ル
ゥ

お
は
な
し
し
て
』は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ル
ゥ
ル
ゥ
の
部
屋
に
い
る
お
人
形
や
お

も
ち
ゃ
た
ち
は
、
ル
ゥ
ル
ゥ
が
し
て
く

れ
る
お
話
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
ル
ゥ
ル
ゥ
の
お
話
に
は
、
い
つ

も
じ
ぶ
ん
た
ち
の
だ
れ
か
が
登
場
し
て
、

冒
険
し
た
り
旅
を
し
た
り
、
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、

ろ
う
か
で
と
こ
と
こ
っ
と
足
音
が
す
る

と
、
き
ょ
う
は
ど
ん
な
お
話
か
し
ら
と

そ
わ
そ
わ
し
な
が
ら
待
ち
か
ま
え
て
い

る
の
で
す
。

　
今
は
ま
わ
り
に
刺
激
の
強
い
こ
と
が

多
す
ぎ
る
の
で
、
同
じ
わ
く
わ
く
ど
き

ど
き
で
も
、
こ
う
い
う
ほ
ん
わ
か
し
た

も
の
に
出
会
う
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
心

が
静
か
に
な
っ
て
す
ぅ
っ
と
い
い
気
持

に
な
れ
ま
す
よ
。

　
☆
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
の
本

と
出
合
い
た
い
方
た
ち
の
た
め
に
、
左

記
の
通
り
「
こ
そ
あ
ど
の
会
（
子
ど
も

の
本
を
楽
し
む
会
）」を
開
い
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
と
き　
奇
数
月
第
三
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
十
一
時
半

　
　
場
所　
東
金
図
書
館　
会
議
室

け
だ
」駅
と
い
う
の
も
笑
え
ま
す
よ
。

　
自
分
で
本
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た

人
た
ち
に
は
、
な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
さ
ん

の
本
が
お
勧
め
で
す
。『
ぼ
く
に
は
し
っ

ぽ
が
あ
っ
た
ら
し
い
』、『
カ
ッ
パ
の
ぬ

け
が
ら
』、『
オ
バ
ケ
の
こ
と
な
ら
ま
か

せ
な
さ
い
！
』、『
天
使
の
か
い
か
た
』な

ど
な
ど
、
題
名
を
き
い
た
だ
け
で
も
わ

く
わ
く
し
て
き
ま
せ
ん
か
？　
な
か
で

も
私
の
一
番
の
お
気
に
入
り
は
『
お
ま

じ
な
い
つ
か
い
』で
す
。

　
ゆ
ら
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
は
、
み
ん

な
の
お
母
さ
ん
と
く
ら
べ
る
と
ず
い
ぶ

ん
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
て
る
て
る
ぼ
う

ず
は
シ
ー
ツ
で
作
る
し
、
出
か
け
る
と

き
に
は
、
火
打
ち
石
を
た
た
い
て
見

送
っ
て
く
れ
る
し
、
わ
す
れ
も
の
を
し

な
い
よ
う
に
っ
て
、
ふ
し
ぎ
な
じ
ゅ
も

最
近
小
さ
な
人
た
ち
に
本
読

み
を
す
る
機
会
が
増
え

て
、
た
び
た
び
ご
登
場
願
っ
て
い
る
の

が
、
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
さ
ん
の
絵
本
で

す
。
絵
も
ス
ト
ー
リ
ー
も
、
シ
ン
プ
ル

で
か
つ
味
わ
い
が
あ
っ
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
。

子
ど
も
た
ち
の
心
を
と
ら
え
ま
す
。

　
「
お
い
し
い
と
も
だ
ち
」シ
リ
ー
ズ
に

は
、『
お
に
ぎ
り
く
ん
が
ね
‥
』、『
た
ま

ご
さ
ん
が
ね
‥
』、『
と
う
ふ
さ
ん
が
ね

‥
』、『
り
ん
ご
く
ん
が
ね
‥
』と
、お
い

し
い
も
の
が
勢
ぞ
ろ
い
で
す
。
そ
ん
な

中
、季
節
が
ら
『
お
い
も
さ
ん
が
ね
‥
』

を
見
て
み
る
と
…
、
土
の
中
で
ま
る
ま

る
育
っ
た
お
い
も
た
ち
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ

と
仲
間
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
起
こ
し
て
い
き

ま
す
。
で
も
最
後
の
お
い
も
が
飛
び
出

し
た
と
き
、
勢
い
あ
ま
っ
て
、
こ
ろ
こ

ろ
こ
ろ
が
り
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
池
に

中
に
ぼ
っ
ち
ゃ
～
ん
！　
さ
む
い
よ
さ

む
い
よ
と
落
ち
葉
に
く
る
ま
っ
て
ふ
る

え
て
い
る
と
、
ほ・
の・
お・
が
や
っ
て
き
て

「
し
ん
ぱ
い
ご
む
よ
う
！
」と
、
あ
た
た

め
て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
最
後
に

は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
ほ
か
や
き
い
も
の

で
き
あ
が
り
！

　
も
う
ひ
と
つ
、
う
ら
ら
ち
ゃ
ん
が
主

人
公
の
シ
リ
ー
ズ
か
ら
『
で
ん
し
ゃ
に

の
っ
て
』。う
ら
ら
ち
ゃ
ん
は
ひ
と
り
で

で
ん
し
ゃ
に
の
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
と
こ
ろ
へ
で
か
け
ま
す
。
と
ち
ゅ
う

の「
わ
に
だ
」駅
で
は
わ
に
た
ち
が
、「
く

ま
だ
」駅
で
は
く
ま
た
ち
が
の
っ
て
き

ま
す
。
そ
し
て「
ぞ
う
だ
」駅
、「
う
さ
ぎ

だ
」駅
、「
へ
び
だ
」駅
と
す
ぎ
て
、
で
ん

し
ゃ
は
だ
ん
だ
ん
満
員
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
よ
う
や
く
う
ら
ら
ち
ゃ

ん
が
お
り
る「
こ
こ
だ
」駅
に
つ
き
ま
す

が
…
。「
こ
こ
だ
」駅
の
つ
ぎ
が
「
お
ば

Bookcases of children

※�ここで紹介する本は、たんぽぽ文庫
や東金図書館で借りられます。たん
ぽぽ文庫は日吉台の東が丘会館で、
毎週金曜日３時から開いています。

☎ 0475-52-1983 佐藤
☎ 0475-54-1620 福島

たんぽぽ文庫

子どもの本箱
佐藤真理

桜ヶ池

レイクサイド歯科

スーパーカワグチ

↑ときがね湖方面

（事務局）
たんぽぽ文庫

丸山公園

黒田公園

東
が
丘
会
館

52

『おいもさんがね‥』他
とよたかずひこ作・絵　童心社

『ルゥルゥおはなしして』
たかどのほうこ作・絵　岩波書店

『でんしゃにのって』
とよたかずひこ作・絵　アリス館

『おまじないつかい』
なかがわひろこ作　理論社

『天使のかいかた』
なかがわひろこ作　理論社

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　千葉県環境生活部県民生活・文化課　☎043-223-2330
外にも相談を受けている機関はいろいろありますが、どこへ相談や問合せをしたらよいかわからないときは千葉県環境生活部県民生活・文化課まで。
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学びの扉
その道の達人から学ぶ　年間 12 回行われるクラブ活動では、４つのクラブでその

道の達人（外部講師）を招き、楽しく充実した活動をしてい
ます。「ほんもの」との出会いは、子どもたちの五感を刺激
し秘めた力を引き出してくれます。このような活動を通して、
東っ子から次の達人が生まれてくることを期待しています。

「米作り」と「ぶどう狩り」
　５年生は、農家の田中さんのご指導のもと、
学校に隣接する田んぼをお借りして米作りに挑
戦しています。
　３年生は松之郷の布施八郎ぶどう園で、
ぶどう栽培について学び、
ぶどう狩りを楽しみます。

【書道：堀口紅楓先生】 【伝統芸能：稗田進先生他】

【茶道：石橋絹代先生他】 【英語：高橋陽子先生】

学校と地域の体験活動

　３年生は、耳の聞こえない人をお招きし、
その生活と手話について学びます。４年生
は視聴覚障害者の方をお招きし、点字やガ
イドヘルプの仕方について学びます。
　どちらの活動も社会福祉協議会の方にご
協力を頂いております。

社会福祉協議会と
３・４
年

　1・2・6 年生を対象とした交通安全教
室を開いています。東金警察とたくさんの
交通安全協会の方々のご指導の下、子ども
たちは真剣に学習に取り組んでいます。

交通安全協会と
１・２・６
年

　1 年生はお年寄りをお招きし、「むかし
の遊び」に挑戦します。内容は、「こま回し」

「お手玉」「けん玉」「紙飛行機」「あやとり」
等です。

お年寄りと

１
年

　６年生は、AED の使い方について学び
ます。５年生は、車椅子や高齢者の体験学
習を行います。
　どちらも、日本赤十字社千葉支部の方に
ご協力を頂いております。

日本赤十字社と
５・６
年

　城西国際大学において「パソコン解体体
験学習」を行いました。子どもたちは、パ
ソコン等の解体体験を通して資源の重要性
とリサイクルの必要性を理解しました。

城西国際大学と
希
望
者

　健康増進課の歯科衛生士の方を
お招きし、各学年を対象とし
た「ブラッシング指導」を行っ
ています。6 年生は収税課の
方をお招きし税のしくみや大
切さについて学んでいます。

市役所と
各
学
年

第1回 
東小学校

ひとみ輝き 
笑顔いっぱいの 東っ子

　東小には外部講師やボランティアの方々がたくさんいらっ
しゃいます。子どもたちは、その方々から多くのことを学んで
います。このような恵まれた環境で学べることは、地域の協力
があってのことです。

クラブ活動

農業体験

地域とともに歩む東小学校

佐藤真理さんの『よってって　きいてって　おはなしライブ』　☎0475-53-3615　みのりの郷東金
http://minorinosato-togane.com
東金マルシェ内情報発信コーナー（入場無料）　毎週月曜日10時30分～ 11時まで（月曜日が祝日の場合はお休み）19



From Inside

　
色
々
な
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
い
つ
も
読
ま
せ

て
も
ら
っ
て
ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
教
室
、
会
社

員
の
人
が
行
け
る
も
の
が
な
い
の
で
平
日
の

６
時
位
か
ら
で
ヨ
ガ
や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
等
、
次

回
か
ら
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
上　
山
田
）

▶

み
な
さ
ん
の
要
望
は
、
こ
の
と
き
め
き
を

通
し
て
ド
シ
ド
シ
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
実
現

で
き
る
か
確
約
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
頑
張
っ

て
み
ま
す
。

　
山
武
市
に
引
越
し
し
て
き
て
１
年
が
過

ぎ
、
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
て
き
た
所
で
、
こ

の
冊
子
を
見
つ
け
ま
し
た
。
記
事
の
中
で
は

「
散
歩
道
」
が
良
か
っ
た
で
す
。
参
考
に
し

な
が
ら
出
か
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
武
市　
大
橋
）

　
私
は
連
載
の
散
歩
道
が
好
き
で
す
。
地
元

な
の
に
知
ら
な
い
所
ば
っ
か
り
…

　
去
年
の
夏
休
み
の
子
供
の
宿
題
の
自
由
研

究
に
、
こ
の
と
き
め
き
を
活
用
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
地
元
の
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
料

理
が
あ
る
と
い
い
で
す
ネ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
十
九
里
町　
鑓
田
）

▶

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
〝
食

祭
典
〟、
楽
し
そ
う
で
す
ネ
！！
そ
の
よ
う
な

意
見
を
待
っ
て
ま
す
。。

　
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
の
「
誕
生
日
の
花
束
」
は

優
し
さ
に
つ
い
て
で
し
た
。
一
樹
、
友
香
と

花
梨
の
三
人
三
様
の
優
し
さ
が
見
え
ま
し

た
。
時
と
し
て
優
し
さ
と
は
優
柔
不
断
と
紙

一
重
に
な
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ

と
ど
ん
な
に
う
れ
し
か
っ
た
り
喜
ん
だ
り
し

た
事
も
慢
性
し
て
し
ま
う
と
感
激
が
薄
れ
て

し
ま
う
ん
で
す
ね
。
私
に
も
思
い
当
た
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
反
省
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
武
市　
高
橋
）

　

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル　

大
好
き
で

す
。
読
書
が
苦
手
な
私
で
も
、
シ
ョ
ー
ト
ス

ト
ー
リ
ー
は
大
好
き
。
今
回
も
素
敵
な
お
話

で
し
た
。“
優
し
さ
も
慢
性
に
な
る
と
感
じ

な
く
な
る
”
確
か
に
そ
の
通
り
。
無
償
の
愛

を
注
い
で
育
て
て
き
た
娘
達
が
親
元
を
離

れ
、
社
会
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
親
の
有
り

難
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
私
も
親
に
は
い
つ
も
感
謝
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
間　
大
村
）

▶

私
は
い
つ
も
妻
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
“
強

望
”
さ
れ
ま
す
。
一
度
だ
け
花
束
を
贈
っ
た

ら
、
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
妻
が
喜
ぶ
も

の
は
、
花
束
と
宝
石
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　
ジ
ッ
チ
ャ
ン
、
バ
ァ
チ
ャ
ン
の
孫
が
生
ま

れ
る
時
の
ワ
ク
ワ
ク
、
ソ
ワ
ソ
ワ
感
が
と
て

も
良
く
出
て
い
る
詩
で
、
生
ま
れ
て
か
ら
の

あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
幸
せ
感
も
感
じ
ら
れ
、

読
ん
で
い
て
と
て
も
気
持
ち
が
温
か
く
な
り

ま
し
た
。
初
孫
が
生
ま
れ
た
時
の
少
し
心
配

が
入
り
交
っ
た
ソ
ワ
ソ
ワ
感
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
吉
台　
五
十
嵐
）

　
今
回
の
ポ
エ
ム
の
窓
の
「
こ
ゆ
り
」、
ス

ト
レ
ー
ト
に
じ
じ
、
ば
ば
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
孫
を
ま
だ
持
た
な
い
頃
、
お

孫
さ
ん
の
こ
と
ば
か
り
話
題
に
す
る
人
を
見

て
、「
そ
ん
な
も
の
か
ナ
―
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、い
ざ
、ば
ば
に
な
っ
て
み
る
と
、

そ
の
気
持
ち
、
良
～
く
わ
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
家
之
子　
布
留
川
）

▶

私
は
ま
だ
じ
じ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

育
て
る
苦
労
が
な
い
か
ら
、
可
愛
い
々
な
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
前
に
子
供
が
結
婚
で
き

る
か
が
今
の
と
こ
ろ
気
が
か
り
で
す
。

　
海
の
駅
九
十
九
里
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

平
日
に
も
関
わ
ら
ず
大
勢
の
人
達
が
来
て
い

て
、展
示
室
の
い
わ
し
資
料
館
で
は
前
に「
と

き
め
き
」
で
紹
介
さ
れ
た
干
鰯
（
鰯
で
作
っ

た
肥
料
）の
事
な
ど
も
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。

売
店
の
品
物
も
充
実
し
て
い
て
、
二
階
の
食

事
処
で
は
新
鮮
魚
介
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
振

る
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
家
族
、
皆
で
楽
し

め
そ
う
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
吉
台　
五
十
嵐
）

▶

道
の
駅
「
み
の
り
の
郷　
東
金
」
と
「
オ

ラ
イ
は
す
ぬ
ま
」、
海
の
駅
「
九
十
九
里
」

が
連
携
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
繋
ぎ
、
共
通

券
（
商
品
）
な
ど
の
展
開
は
地
域
活
性
化
で

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
親
子
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
多
く

良
か
っ
た
で
す
。
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
で
の
納
涼

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
特
集
や
土
産
も
の
特

集
も
み
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
武
市　
関
）

　
毎
回
、楽
し
み
に
し
て
い
る
“
と
き
め
き
”

で
す
が
、
最
近
ち
ょ
っ
と
“
と
き
め
き
”
ま

せ
ん
！！

　
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
掲
載
パ
タ
ー
ン
と
そ
ろ

そ
ろ
表
紙
の
雰
囲
気
も
変
化
を
感
じ
た
い
で

す
ね
！！

　
い
い
ア
イ
デ
ア
を
示
せ
ま
せ
ん
が
…
♡

　
私
の
わ
が
ま
ま
と
お
許
し
下
さ
い
ま
せ
。

大
好
き
な
“
と
き
め
き
”
さ
ん
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
福
俵　
古
川
）

▶

鋭
い
ご
指
摘
で
す
。
私
も
気
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
マ
ン
ネ
リ
化
に
胡
坐
を
か
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
最
近
、
感
想
ハ

ガ
キ
が
少
な
く
な
っ
て
ま
す
。
今
月
号
か
ら

少
々
の
衣
替
え
を
し
ま
し
た
の
で
、
ご
感
想

を
待
っ
て
ま
す
。
よ
ろ
し
く
！！

　久しぶりに我が愛犬クロ
の現況報告をしよう。14年
目を迎えるクロは、最近目と
耳が衰えたようだ。帰宅して
もこちらを見ずに背を向け
ている。近づいて声をかけ

ると、驚いたように振り向く。また寝てる時間
が少しずつ多くなっているようだが、散歩に行く
となると相変わらず飛び跳ねる。それも最初の
10分は元気よく引っ張るが、そのあとは息がゼ
イゼイ。将来の自分を見ているようで非常に辛
い。しかし愛（哀）犬クロは家族みんなに愛され
ており、そこが私と違うところかもしれない。

青 木

　4月に異動し
てきました露久
保（つゆくぼ）で
す。よろしくお願
いいたします。
異動から半年が

たとうとしているのに、未だに階段
で息切れし（異動前は１階）、男性
に囲まれての仕事（今までは女性ば
かり）に毎日緊張しています。慣れる
のにもう少し時間がかかりそうです
が、皆さんに迷惑かけないよう明る
く元気に頑張りたいと思います。

露久保

　ガジェット好
きな私は、先月
に上司の影響で
タブレット端末
を購入しました。
安さを重視しま

したが、ある程度のスペックを満た
したものをと思いまして、あちこちの
家電店やネットを行き来しながら機
種の選定をしました。物を買うとき
に悩むって楽しいですよね。カスタマ
イズすることも楽しくて楽しくて･･･、
しばらく手放せそうにありません。

糸 久

　自分が千葉駅
付近に行くとき、
必ず立ち寄るラー
メン屋さんがあり
ます。このラーメ
ン屋に初めて出

会ったのは8年前になりますが、今で
も変わらぬ味を出し続けている素晴
らしいお店です！豚骨ベースのスープ
や固めの麺も絶品なのですが、何よ
りもおいしいと感じるのは、とろっと
ろのチャーシュー！舌がとろけるあの
感触、たまりません（^ ○ ）^

鑓田

散
歩
道

　ときめきでは、読者の皆様からの
投稿をお待ちしています。楽しい日常
の出来事、イラストやスナップ写真、
そして新企画のアイディアや情報の
提供など、編集部までどしどしお寄
せください。
　また、本誌へのご意見ご要望な
どもお待ちしています。（ときめき
編集部）

読者の皆様へ

読
者
の
ひ
ろ
ば

と
き
め
き

イ
ベ
ン
ト

リ
ー
フ
ノ
ベ
ル『
誕
生
日
の
花
束
』

ポ
エ
ム
の
窓

今
夏
の
東
金・九
十
九
里
は
あ
つ
い
！

感
想

次号（Vol.79）は平成28年2月上旬発行予定です。区内回覧でもご覧いただけますが、
確実に入手されたい方は、市役所受付または生涯学習課（市役所4階）までお越しください。
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噺
家
は
上
方
噺
家
と
江
戸
噺
家
が
あ
り
、

江
戸
噺
家
の
亭
号
に
は
三
遊
亭
、
古
今
亭
、

金
原
亭
、
春
風
亭
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

落
語
家（
江
戸
）に
は「
前
座
見
習
い
」

「
前
座
」「
二
ツ
目
」「
真
打
ち
」の
階
級
が
あ

る
。
ま
ず
最
初
の
前
座
見
習
い
に
な
る
の

が
大
変
と
聞
く
。
一
度
選
ん
だ
師
匠（
真

打
ち
）は
一
生
師
弟
関
係
に
な
る
の
で
、

寄
席
な
ど
に
足
し
げ
く
通
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
人
と
決
め
た
ら
、
後
は
ア

タ
ッ
ク
あ
る
の
み
。
そ
こ
で
運
よ
け
れ
ば
、

弟
子
入
り（
前
座
見
習
い
）。

　
前
座
見
習
い
は
い
わ
ゆ
る
か
ば
ん
持
ち
。

一
通
り
こ
な
せ
る
様
に
な
る
と
、
師
匠
か

ら
楽
屋
入
り
の
許
可
が
出
て
前
座
へ
。楽
屋

の
仕
事
や
開
演
の
一
番
太
鼓
、
噺
の
稽
古

な
ど
を
こ
な
し
、
約
４
年
で
次
の
二
ツ
目
へ
。

　
二
ツ
目
は
寄
席
の
番
組
で
二
番
目
に
高

座
へ
上
が
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
。
師

匠
の
家
や
楽
屋
の
雑
用
は
な
く
な
る
が
そ

の
代
わ
り
自
分
で
高
座（
仕
事
）を
探
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
段
階
が
出
世
の
分
か

れ
道
と
い
う
。
約
10
年
程
勤
め
る
と
、
い

よ
い
よ
真
打
ち
へ
。

　
寄
席
で
一
番
最
後
に
出
る
資
格
を
も
つ

落
語
家
が
真
打
ち
。
そ
の
語
源
は
諸
説
あ

る
が
、
昔
し
高
座
に
は
照
明
と
し
て
蝋
燭

(

ろ
う
そ
く)

が
立
っ
て
お
り
、
寄
席
が
終

わ
る
と
蝋
燭
の
芯
を
打
つ（
切
っ
て
消
す
）

か
ら「
芯
打
ち
」→「
真
打
ち
」と
な
っ
た
と

言
わ
れ
る
。
し
か
し
真
打
ち
は
そ
こ
で
終

わ
り
で
は
な
く“
真
の
修
業
”ス
タ
ー
ト
で

あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
青
木
）

ときめき
トリビア

No.52

　
今
回
の『
ち
ょ
っ
と
』は
、
東
金

市
内
に
お
い
て
、
市
と
協
働
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
団
体
、「
親
業・

エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
、フ
ォ
ロ
ー
の
会
」

（
以
下
フ
ォ
ロ
ー
の
会
）を
紹
介
し

ま
す
。

　
フ
ォ
ロ
ー
の
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
、
よ

り
良
い
親
子
関
係・
人
間
関
係
づ

く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。そ
の
活
動
の
主
軸
は
、

「
親
業
」と「
エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
」で

す
。あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

で
あ
る
た
め
、「
親
業
」「
エ
ニ
ア
グ

ラ
ム
」
っ
て
な
ん
ぞ
？
と
思
わ
れ

る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
親
業
」と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
臨
床

心
理
学
者
ト
マ
ス・
ゴ
ー
ド
ン
博

士
が
開
発
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
で
、

　
１
、
聴
き
方

　
２
、
伝
え
方

　
３
、
対
立
の
解
き
方

の
三
つ
の
柱
を
軸
と
し
た
訓
練
を

行
う
こ
と
で
、
親
子
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進

め
、
よ
り
あ
た
た
か
い
関
係
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　
「
エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
」と
は
、
ギ
リ

シ
ャ
語
で「
９
の
図
」と
い
う
意
味

の
幾
何
学
図
形
で
あ
り
、
こ
の
図

形
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
発
展
し
た

性
格
タ
イ
プ
論
で
す
。人
間
を
９

つ
の
基
本
的
な
性
格
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
世
界
観
、
行

動
ス
タ
イ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
し
か
た
を
分
析
す
る
こ

と
で
、
お
互
い
の
人
格
を
認
め
合

い
、
心
を
通
わ
せ
や
す
く
な
る
そ

う
で
す
。

　
東
金
市
生
涯
学
習
課
で
は
、
親

業
の
講
演
会
や
入
門
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、
限
ら
れ
た

時
間
や
回
数
の
中
で
親
業
の
全
て

を
教
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
基
本

的
な
知
識
を
教
え
る
に
止
ま
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、
講
演
会
や
入
門

講
座
で
得
た
知
識
を
実
践
し
よ
う

と
し
て
も
、
う
ま
く
い
か
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
フ
ォ
ロ
ー
の
会
で
は
、

市
の
親
業
の
入
門
講
座
を
学
ん

で
、
実
践
す
る
課
程
で
生
ま
れ
た

悩
み
を
、
会
員
同
士
で
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
し
な
が
ら
共
有
し
、
ま
た
、

話
し
合
う
時
に
も
親
業
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を
駆
使
す
る
こ

と
で
、
悩
み
や
迷
い
を
整
理
し
な

が
ら
、
親
業
を
身
に
つ
け
る
、
と

い
う「
フ
ォ
ロ
ー
活
動
」を
行
っ
て

い
ま
す
。そ
し
て
、
対
人
関
係
の

悩
み
を
解
決
す
る
一
助
と
し
て
、

エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
フ
ォ
ロ
ー
の
会
の
代
表
で
あ
る

繁
田
幸
恵
さ
ん
に
よ
る
と
、「
親
業

や
エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
、
自
分
の
子
ど
も
が
大
人

に
な
っ
て
も
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
家
族
と
の
心
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
深
い
も
の
に

な
る
」そ
う
で
す
。

　
フ
ォ
ロ
ー
の
会
は
１
ヶ
月
に
１

回
ペ
ー
ス
で
、
親
業
フ
ォ
ロ
ー
と

エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
フ
ォ
ロ
ー
を
交
互

に
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
年
に

１
回
講
師
を
招
い
て
講
演
会
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す（
今
年
は
11
月

３
日
に
東
金
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
）。興
味
が
あ

る
方
は
、
フ
ォ
ロ
ー
の
会
の
活
動

を
覗
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
　
　
　
（
鑓
田
）

「親業・エニアグラム、
フォローの会』

ちょっと

気になる街角

vol.9

東金市市民提案型協働事業

噺
はなしか

家と真打ち

パワーアップを図るべく日々奮闘している『ときめき』では、皆さんからのお便りをお待ちしています。ご意見、ご感想、ご要望など何でも結構です。
皆さんのお便りこそが編集部のパワーの源。素敵なプレゼントを用意しております。それではまた次号でお会いしましょう。
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あ
て
先

応
募
方
法

3組6名

5組10名

東金文化会館四季 彩 コンサート〜冬〜
TO-BUN スタイル  
クリスマス Day ＆ Night
クリスマスコンサート

12月23日(水・祝)

14：00開演
※昼の部のみです

コーラスをたっぷり楽しむ
クリスマスDay

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、郵便番号、
電話番号、本誌を入手された場所と本誌への感想、差
支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、ＦＡＸ、Ｅメー
ルでご応募ください。締め切りは11月6日（金）消印有
効。結果の発表は当選者への発送をもって代えさせて
いただきます。

〒283-8511 東金市東岩崎1-1
東金市生涯学習課

『ときめき vol.78』プレゼント係
TEL 0475-50-1187
FAX 0475-50-1294
E-mail syogai@city.togane.lg.jp

メールアドレス

1

12月26日（土）
14:00開演

たくさんの応募
待ってまーす

Presentプレゼント
東金

東金

山武 生学

※�生涯学習課へ取りに来られる方

サロンコンサートvol.166
栗林すみれ TRIO JAZZ LIVE

1月15日（金）
19：00開演

6

2組4名
落語＆よもやま噺の会2

東金

サロンコンサートvol.164
川上さとみ JAZZ　LIVE

11月20日（金）
19：00開演

3
3組6名
山武

2組4名

ウィーン＝ベルリン
ブラス・クインテット

12月19日（土）
18：30開演

4
山武

山武
5名

東金市体育協会から
オリジナルタオルのプレゼント＆とっちーのピンバッジ7

生学

3組6名

サロンコンサートvol.165
ハッチポッチクインテット
クリスマスコンサート

5
山武

12月18日（金）
19：00開演

第三弾

東
金
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
っ
ち
ー
」

41名様に

syogai
テキスト ボックス

※応募の受付は終了しています。



